
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

前漢諸侯王国の官制

紙屋, 正和
九州大学大学院文学研究科史学 : 東洋史

https://doi.org/10.15017/24505

出版情報：九州大学東洋史論集. 3, pp.17-35, 1974-12-27. 九州大学文学部東洋史研究会
バージョン：
権利関係：



前
　
漢
　
諸
　
侯

王

国

の

官
　
制

i

内
史
を
中
心
に
し
て

紙

屋

正．

和

　
漢
の
高
祖
は
天
下
を
統
一
し
て
郡
県
制
を
し
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ

は
全
国
を
憶
お
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
時
郡
県
制
が
し
か
れ
漢

王
朝
に
直
属
し
て
い
た
の
は
大
略
函
谷
関
以
西
の
裂
手
と
蜀
地
と
で
あ

り
、
愚
書
関
以
東
、
即
ち
関
東
に
は
独
立
国
と
変
ら
な
い
諸
侯
王
国
を

置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
①
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
漢
代
の
経
済
的
先
進
地
域
は
潅
水
以
北
で
あ
る
②
が

そ
の
中
で
中
央
朝
廷
に
直
属
し
て
い
た
関
中
・
蜀
地
と
王
国
が
置
か
れ

て
い
た
関
東
と
の
経
済
力
を
比
較
す
る
と
、
寧
ろ
関
東
の
方
が
大
き
か

っ
た
③
。
漢
王
朝
が
名
実
共
に
統
｝
帝
国
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
関
東
を
行
政
的
に
直
属
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
経
済
力
を
完
全
に
吸

収
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
ほ
ぼ
達
成
し
得
た
の
は
武
帝

代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
成

功
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
直
属
体
制
は
以
後
ど
の
よ
う
に
し
て
維
持
さ

れ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
有
機
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
中

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
邑
）

央
朝
廷
の
地
方
政
策
の
研
究
④
と
並
行
し
て
、
王
国
の
行
政
の
具
体
的

仕
組
み
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
前
漢
代
の
王
国
の
官
制
に
つ
い
て
は
、
．
既
に
鎌
田
重
鮭
氏
の
研
究
が

あ
る
⑤
が
、
そ
れ
は
王
国
の
要
望
の
人
事
権
の
考
察
に
重
点
が
置
か
れ

て
誇
り
、
王
国
の
行
政
の
仕
組
み
が
具
体
的
に
解
明
さ
れ
．
た
と
は
言
え

な
い
。
本
稿
は
鎌
田
氏
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
王
国
の
官
制
の
基
本

的
仕
組
み
を
解
明
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
間
に
、
そ
れ
と
漢
王
朝
の
中
央

集
権
化
政
策
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
．

　
　
一
　
王
国
の
官
制
に
関
す
る
鎌
由
氏
の
研
究

　
王
国
の
官
制
に
対
す
る
具
体
的
考
察
に
入
る
前
に
、
鎌
田
氏
の
研
究

の
成
果
を
見
て
み
よ
う
。

　
漢
書
巻
十
九
上
百
官
公
卿
表
（
以
下
、
百
官
公
卿
表
と
略
す
．
）
．
に

　
　
諸
侯
王
。
高
下
初
置
。
金
馬
蝉
綬
。
掌
心
墨
国
。
有
太
傅
。
輔
王
。

　
　
内
史
治
国
民
。
中
尉
掌
武
職
。
丞
相
統
衆
官
。
群
卿
大
夫
都
官
如

　
　
即
事
。
景
睡
中
五
年
置
令
諸
侯
王
不
得
復
治
国
。
天
子
為
置
吏
。

（．17）

前

(ct. 

じ

め

漢

諸

侯

王

内

史

を

中

心

に

漢
の
高
祖
は
天
下
を
統
一
し
て
郡
県
制
を
し
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ

は
全
国
を
争
長
う
も
の
で
は
ま
か
っ
た
。
そ
の
時
郡
県
制
が
し
か
れ
漢

王
朝

K
直
属
し
て
い
た
の
は
大
略
函
谷
関
以
西
の
関
中
と
萄
地
と
で
あ

b
、
函
谷
関
以
束
、
即
ち
関
東
に
は
独
立
国
と
変
ら
左
い
諸
侯
王
国
を

置
か
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
①
。

と
こ
ろ
で
、
前
漢
代
の
経
済
的
先
進
地
域
は
准
水
以
北
で
あ
る
②
が

そ
の
中
で
中
央
朝
廷
に
重
属
し
て
い
た
関
中
・
萄
地
と
王
国
が
置
か
れ

て
い
た
関
東
と
の
経
済
力
を
比
較
す
る
と
、
寧
ろ
関
東
の
方
が
大
き
か

っ
た
③
。
漢
王
朝
が
名
実
共
に
統
一
帝
国
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
と

の
関
東
を
行
政
的

K
直
属
さ
せ
る
と
共

K
、
そ
の
経
済
力
を
完
全

K
吸

収
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
れ
ら
の
課
題
を
ほ
ぼ
達
成
し
得
た
の
は
武
帝

代
の
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
左
手
段

K
よ
っ
て
成

功
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
直
属
体
制
は
以
後
ど
の
よ
う
陀
し
て
維
持
さ

れ
た
の
か
。
と
の
よ
う
左
問
題
を
有
機
的

K
理
解
す
る
た
め
に
は
、
中

前
漢
諸
儀
土
国
の
官
制
(
紙
屋
〉

国

の

官

牛
巾

し

て

紙

正

和

屋

央
朝
廷
の
地
方
政
策
の
研
究
④
と
並
行
し
て
、
王
国
の
行
政
の
具
体
的

仕
組
み
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

前
漢
代
の
王
国
の
官
制
に
つ
い
て
は
、
既
陀
鎌
田
重
雄
氏
の
研
究
が

あ
る
⑤
が
、
そ
れ
は
王
国
の
要
官
の
人
事
権
の
考
察

K
重
点
が
置
か
れ

て

b
b
、
王
国
の
行
政
の
仕
組
み
が
具
体
的
に
解
明
さ
れ
た
と
は
言
え

左
い
。
本
稿
は
鎌
田
氏
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
王
国
の
官
制
の
基
本

的
仕
組
み
を
解
明
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
聞
に
、
そ
れ
と
漢
王
朝
の
中
央

集
権
化
政
策
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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王
国
の
官
制
に
関
す
る
鎌
田
氏
の
研
究

王
国
の
官
制

K
対
す
る
具
体
的
考
察

K
入
る
前

K
、
鎌
田
氏
の
研
究

の
成
果
を
見
て
み
よ
う
。

漢
書
巻
十
九
上
百
官
公
卿
表
(
以
下
、
百
官
公
卿
表
と
略
す
)
に

諸
侯
王
。
高
帝
初
置
。
金
璽
裳
綬
U

掌
治
其
国
。
有
太
侍
。
輔
玉
。

内
史
治
国
民
。
中
尉
掌
武
職
む
丞
相
統
衆
官
。
群
卿
大
夫
都
宮
如

漢
朝
。
景
帝
中
五
年
。
令
諸
侯
王
不
得
復
治
国
。
天
子
為
置
吏
。



　
酋
則
世
快
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
量
）

　
　
改
丞
相
暮
相
。
省
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
食
・
宗
正
・
博
士
官
。

　
　
大
夫
・
三
者
・
郎
・
諸
官
長
・
丞
皆
損
其
員
。
武
帝
改
署
内
史
為

　
　
京
兆
サ
。
中
尉
為
執
金
吾
。
郎
中
陰
為
光
緑
勲
。
故
王
国
如
故
。

　
　
損
堅
塁
号
令
秩
。
千
石
。
改
太
僕
日
僕
。
秩
亦
千
石
。
成
帝
綬
和

　
　
元
年
。
省
内
史
。
更
活
相
治
民
。
如
郡
太
守
。
中
尉
如
郡
都
尉
。

と
あ
り
、
後
漢
書
巻
三
十
八
百
官
志
五
（
以
下
、
続
百
官
志
五
と
略
す
）

に　
　
皇
子
封
王
。
其
郡
母
国
。
毎
置
傅
一
人
。
相
一
人
。
皆
二
千
石
。

　
　
本
注
日
。
傅
主
導
王
以
善
。
礼
如
師
。
不
当
也
。
相
中
太
守
。
有

　
　
長
柱
。
如
郡
丞
。
辛
勝
立
諸
王
。
単
項
羽
中
立
諸
王
等
々
。
地
既

　
　
広
大
且
至
千
里
。
又
其
官
職
。
傅
為
太
傅
。
相
馬
丞
相
。
又
有
御

　
　
史
大
夫
及
諸
卿
。
皆
秩
二
千
石
。
百
官
市
中
朝
廷
。
国
家
唯
為
置

　
　
丞
相
。
其
御
史
大
夫
以
下
皆
自
任
之
。
至
親
男
時
。
呉
楚
七
国
侍

　
　
其
国
大
。
遂
以
作
中
。
幾
等
漢
室
。
及
其
諌
滅
。
尊
邸
橋
之
。
遂

　
　
令
諸
王
不
得
治
民
。
令
内
事
主
治
民
。
改
丞
相
日
相
。
省
御
史
大

　
　
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
官
。
武
帝
改
国
内
史
・
中
尉
・

　
層
平
中
令
正
名
。
而
王
国
如
故
。
員
職
皆
朝
廷
全
署
。
不
得
自
置
。

　
　
至
漢
成
金
。
省
内
更
治
民
。
更
令
相
治
民
。
太
傅
聖
日
傅
。
中
尉

　
　
一
人
。
比
二
千
石
。
本
主
日
。
職
上
郡
都
尉
。
主
盗
賊
。
昼
中
令

　
　
一
人
。
僕
一
人
。
皆
千
石
。
　
（
中
略
）
令
書
。
比
⊥
ハ
百
石
。
　
（
中

　
　
略
）
大
夫
。
比
六
百
石
。
　
（
中
略
）
謁
者
。
比
四
百
石
。
　
（
中
略
）

　
　
礼
楽
長
。
　
（
中
略
）
衛
士
長
。
　
（
中
略
）
医
工
長
。
　
（
中
略
）
永

　
　
霊
長
。
　
（
中
略
）
掴
杞
長
。
　
（
中
略
）
警
部
四
百
石
。
掌
中
。
二

　
　
百
石
。
　
（
後
略
）

と
あ
る
。
鎌
田
氏
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
前
漢
の
王
国
の
官
制
を
、
漢
初
ト

か
ら
呉
楚
七
国
の
乱
（
前
一
五
四
）
ま
で
の
第
一
期
、
聖
帝
中
綱
卑
（

前
一
四
五
）
か
ら
武
塾
代
ま
で
の
第
二
期
、
武
帝
以
後
成
帝
綬
和
元
年

（
前
八
）
ま
で
の
第
三
期
、
綬
和
元
年
以
後
の
第
四
期
と
、
四
期
に
分

け
、
各
回
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
⑥
。

　
第
一
期
の
う
ち
、
高
祖
代
の
王
国
に
は
太
傅
・
相
国
・
丞
相
・
内
史

中
尉
・
御
史
大
夫
以
下
の
諸
卿
が
あ
り
、
そ
の
官
制
は
中
央
朝
廷
と
同

じ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
中
央
任
命
の
官
は
太
傅
と
相
国
だ
け
で
、
丞

相
以
下
は
す
べ
て
王
国
任
命
で
あ
っ
た
。
し
か
し
次
の
恵
身
代
に
な
る

と
、
王
国
の
官
制
を
中
央
官
制
よ
り
一
段
と
低
ぐ
す
る
た
め
に
、
相
国

を
省
き
、
大
力
・
丞
相
を
中
央
任
命
に
、
国
史
以
下
を
王
国
任
命
と
し

た
。
た
だ
内
史
以
下
の
二
千
石
の
任
命
に
は
中
央
朝
廷
の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
期
に
な
る
と
、
諸
侯
，
王
の
行
政
権
を
奪

う
と
共
に
、
王
国
の
官
制
を
中
央
の
官
制
よ
り
更
に
低
ぐ
す
る
た
め
に

丞
相
を
相
と
改
称
し
、
御
更
大
夫
・
廷
尉
・
玉
里
・
宗
正
・
博
士
を
省

き
、
大
夫
・
謁
者
・
郎
・
諸
官
の
長
・
丞
の
員
数
を
減
じ
た
。
ま
た
王

国
の
官
吏
の
う
ち
四
百
石
以
下
だ
け
を
王
国
任
命
と
し
比
六
百
石
以
上

の
要
官
は
中
央
任
命
と
し
た
。
第
三
期
に
は
、
中
央
朝
廷
の
内
史
・
中

尉
・
郎
中
令
の
官
名
を
改
め
て
、
官
名
の
上
で
も
王
国
の
官
制
と
差

を
つ
け
た
。
更
に
王
国
の
露
出
を
僕
と
改
称
し
、
僕
・
郎
中
表
の
秩
を

（18）

前
漢
語
侯
王
国
の
官
制
〈
紙
愚

改
丞
相
臼
相
。
省
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
官
。

大
夫
・
謁
者
・
郎
・
諸
官
長
・
丞
皆
損
其
員
。
武
帝
改
漢
内
史
為

京
兆
予
。
中
尉
為
執
金
吾
。
郎
中
令
為
光
禄
勲
。
故
王
国
知
故
。

損
其
郎
中
令
秩
。
千
石
。
改
太
僕
臼
僕
。
秩
亦
千
石
。
成
帝
緩
和

元
年
。
省
内
史
。
更
令
相
治
民
。
如
郡
太
守
。
中
尉
如
郡
都
尉
。

と
あ

b
、
後
漢
書
巻
三
十
八
百
官
志
五
(
以
下
、
続
百
官
志
五
と
略
す
)

K 

皇
子
封
玉
。
其
郡
為
国
。
毎
置
侍
一
人
。
相
一
人
。
皆
二
千
石
。

本
注
目
。
侍
主
導
王
以
善
。
礼
如
師
。
不
臣
也
。
相
如
太
守
。
有

長
史
。
如
郡
丞
。
漢
初
立
諸
王
。
因
項
羽
所
立
諸
王
之
制
。
地
既

広
大
且
至
千
里
。
又
其
官
職
。
停
為
太
侍
。
相
為
丞
相
。
又
有
御

史
大
夫
及
諸
卿
。
皆
秩
二
千
石
。
百
官
皆
如
朝
廷
。
国
家
唯
為
置

丞
相
。
其
御
史
大
夫
以
下
皆
自
置
之
。
至
景
帝
時
。
呉
楚
七
国
侍

其
国
大
。
遂
以
作
乱
u

幾
危
漢
室
。
及
其
誌
滅
。
景
帝
懲
之
。
遂

令
諸
王
不
得
治
民
。
令
内
史
主
治
民
。
改
丞
相
日
相
。
省
御
史
大

夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
宮
。
武
帝
改
漢
内
史
・
中
尉
・

郎
中
令
之
名
。
而
王
国
如
故
。
員
職
皆
朝
廷
為
署
。
不
得
自
置
。

宝
漢
成
帝
。
省
内
史
治
民
。
更
令
相
治
民
。
太
停
但
日
惇
。
中
尉

一
人
。
比
二
千
石
。
本
注
目
。
職
如
郡
都
尉
。
主
盗
賊
。
郎
中
令

一
人
。
僕
一
人
。
皆
千
石
。
〈
中
略
)
治
書
。
比
六
百
石
。
(
中

略
)
大
夫
。
比
六
百
石
。
(
中
略
)
謁
者
。
比
四
百
石
。
(
中
略
)

礼
楽
長
。
(
中
略
〉
衛
士
長
。
〈
中
略
〉
医
工
長
。
(
中
略
)
永

(
中
略
)
皆
比
四
百
石
。
郎
中
。
二

巷
長
。
(
中
略
)
褐
杷
長
。

百
石
。
(
後
略
〉

と
あ
る
。
鎌
田
氏
は
ζ

れ
ら
に
よ
っ
て
前
漢
の
王
国
の
官
制
を
、
漢
初

か
ら
呉
楚
七
国
の
乱
(
前
一
五
四
)
ま
で
の
第
一
期
、
景
帝
中
五
年
〈

前
一
四
五
)
か
ら
武
帝
代
ま
で
の
第
二
期
、
武
帝
以
後
成
帝
緩
和
元
年

(
前
八
)
ま
で
の
第
三
期
、
綬
和
元
年
以
後
の
第
四
期
と
、
四
期
に
分

け
、
各
期
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
⑥
。

第
一
期
の
う
ち
、
高
祖
代
の
王
国
に
は
太
停
・
相
国
・
丞
相
・
内
史

中
尉
・
御
史
大
夫
以
下
の
諾
卿
が
あ

b
、
そ
の
官
制
は
中
央
朝
廷
と
同

じ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
中
央
任
命
の
官
は
太
停
と
相
国
だ
け
で
、
丞

相
以
下
は
す
べ
て
王
国
任
命
で
あ
っ
た
。
し
か
し
次
の
恵
帝
代

K
左
る

と
、
王
国
の
官
制
を
中
央
官
制
よ

b
一
段
と
低
〈
す
る
た
め
に
、
相
国

を
省
き
、
大
停
・
丞
相
を
中
央
任
命

K
、
内
史
以
下
を
王
国
任
命
と
し

た
。
た
だ
内
史
以
下
の
二
千
石
の
任
命
K
は
中
央
朝
廷
の
許
可
を
得
ま

け
れ
ば
左
ら
な
か
っ
た
。
第
二
期

K
-な
る
と
、
諸
侯
王
の
行
政
権
を
奪

う
と
共

K
、
王
国
の
官
制
を
中
央
の
官
制
よ

b
更

K
低
く
す
る
た
め

K

丞
相
を
相
と
改
称
し
、
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
を
省

き
、
大
夫
・
謁
者
・
郎
・
諸
官
の
長
・
丞
の
員
数
を
減
じ
た
。
ま
た
王

国
の
官
吏
の
う
ち
四
百
石
以
下
だ
け
を
王
国
任
命
と
し
比
六
百
石
以
上

の
要
官
は
中
央
任
命
と
し
た
。
第
三
期

K
は
、
中
央
朝
廷
の
内
史
・
中

尉
・
郎
中
令
の
官
名
を
改
め
て
、
官
名
の
上
で
も
王
国
の
官
制
と
差

を
つ
け
た
。
更
に
王
国
の
太
僕
を
僕
と
改
称
し
、
僕
・
郎
中
令
の
秩
を

(18) 



二
千
石
か
ら
千
石
に
減
じ
た
。
第
四
期
に
な
る
と
、
王
国
の
内
史
を
廃

止
し
、
相
を
（
治
民
に
当
る
）
郡
太
守
に
、
ま
た
中
尉
を
（
軍
事
を
掌

る
）
郡
都
尉
に
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
く
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
王
国
の
官
制

は
事
実
上
郡
の
官
制
と
同
じ
に
な
っ
た
。

　
以
上
が
鎌
田
氏
の
王
国
の
官
制
に
関
す
る
研
究
の
大
要
で
あ
る
。
以

下
、
そ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
見
解
を
若
干
加
え
る
。
鎌
田
氏
は
武
帝
代

に
王
国
の
郎
中
令
・
早
舞
に
関
す
る
改
革
が
行
な
わ
れ
た
と
す
る
だ
け

で
、
そ
の
具
体
的
時
期
を
比
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
百
官
公
卿
表
・

続
百
官
志
五
に
よ
る
と
こ
の
改
革
と
同
時
に
、
中
央
の
内
位
・
中
尉
・

郎
中
令
の
官
名
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
中
央
の
内
平
等
の
改
革
は
太
初

元
年
（
前
一
〇
四
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
王
国
の
郎
中
令
・
太
僕
の

改
革
も
同
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
誇
鎌
田
氏
が
、
第
｝
期
の
高
祖
代

に
は
王
国
の
太
傅
・
相
国
だ
け
が
中
央
任
命
で
、
丞
相
以
下
は
す
べ
て

王
国
任
命
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
中
央
任
命
の
丞
相
も
存
在

し
た
⑦
。
ま
た
第
二
期
以
後
に
は
比
⊥
ハ
百
石
以
上
の
要
官
が
中
央
任
命

で
、
小
県
の
弓
長
を
始
め
と
す
る
四
百
石
以
下
は
す
べ
て
王
国
任
命
で

あ
っ
た
と
断
定
し
た
点
は
問
題
を
含
む
⑧
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
点
は

正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
鎌
田
氏
は
武
帝
代
の
郎
中
出
・
悪
血
の
改
革
を
同
氏
の

言
う
第
二
期
・
第
三
期
の
区
分
け
の
目
や
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
は
王
国
の
行
政
全
体
に
か
か
わ
る
改
革
で
は
な
い
。
王
国
の
行
政
の

基
本
的
仕
組
み
の
考
察
を
目
的
と
し
て
い
る
本
稿
で
は
、
同
氏
の
言
う

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

第
二
期
・
第
三
期
を
一
括
し
て
も
別
に
支
障
が
無
い
。
よ
っ
て
以
下
、

漢
初
か
ら
景
帝
中
五
年
（
単
一
四
五
）
の
改
革
ま
で
を
第
一
期
、
景
帝

国
五
年
の
改
革
か
ら
成
帝
緩
和
元
年
（
前
装
）
の
改
革
ま
で
を
第
二
期

綬
和
元
年
の
改
革
以
後
を
第
三
期
と
し
て
論
を
進
め
る
。

　
　
二
　
「
王
国
」
の
官
と
治
民
の
官
と
の
区
別

　
漢
王
朝
は
高
祖
の
時
か
ら
王
国
の
勢
力
を
削
減
し
、
ひ
い
て
は
王
国

を
中
央
集
権
的
郡
県
体
制
に
組
み
込
む
た
め
に
地
道
な
政
策
を
展
開
し

て
い
っ
た
⑨
。
と
こ
ろ
で
、
前
漢
代
の
王
国
の
官
制
の
推
移
を
詳
細
に

見
て
ゆ
く
と
、
王
国
の
勢
力
の
削
減
に
伴
っ
て
権
限
を
縮
小
さ
れ
る
官

が
あ
る
一
方
、
徐
々
に
権
限
を
伸
す
官
も
見
出
さ
れ
る
。
本
節
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

面
系
統
の
官
を
区
別
し
、
両
者
の
性
格
の
相
違
を
考
察
す
る
っ
　
　
　
　
q

　
史
記
巻
五
十
九
五
宗
世
家
の
太
史
公
娼
を
見
る
と
、

　
　
高
祖
時
。
諸
侯
皆
賦
。
得
自
象
内
事
以
下
。
漢
独
任
置
丞
相
。
黄

　
　
金
印
。
諸
侯
適
量
御
史
廷
尉
正
博
士
。
議
事
天
子
。
自
呉
楚
反
後
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
王
国
の
官
制
の
第
一
期
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
寵
事

で
は
王
国
の
官
を
「
内
史
以
下
」
　
「
丞
相
」
　
「
御
史
廷
尉
正
博
士
」
の

三
つ
に
分
け
て
各
々
の
任
命
権
の
所
在
を
記
し
て
い
る
。
中
央
任
命
の

丞
相
が
別
記
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
　
「
内
吏
以
下
」
と
「
御

更
廷
尉
正
博
士
」
と
は
共
に
王
国
任
命
で
あ
る
の
に
区
別
し
て
記
し
て

あ
る
の
は
両
者
の
聞
に
性
格
上
の
相
違
が
あ
っ
た
た
め
、
と
想
定
さ
れ

二
千
石
か
ら
千
石

K
減
じ
た
。
第
四
期

K
左
る
と
、
王
国
の
内
史
を
廃

止
し
、
相
を
(
治
民
に
当
る
)
郡
太
守

K
、
ま
た
中
尉
を
(
軍
事
を
掌

る
)
郡
都
尉

K
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
く
し
た
。

ζ

と
K
至
っ
て
王
国
の
官
制

は
事
実
上
郡
の
官
制
と
同
じ
に
在
っ
た
。

以
上
が
鎌
田
氏
の
王
国
の
官
制

K
関
す
る
研
究
の
大
要
で
あ
る
。
以

下
、
そ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
見
解
を
若
干
加
え
る
。
鎌
田
氏
は
武
帝
代

K
王
国
の
郎
中
令
・
太
僕
K
関
す
る
改
革
が
行
左
わ
れ
た
と
す
る
だ
け

で
、
そ
の
具
体
的
時
期
を
比
定
し
て
い
ま
い
。
し
か
し
、
百
官
公
卿
表
・

続
百
官
志
五

K
よ
る
と
と
の
改
革
と
同
時

K
、
中
央
の
内
史
・
中
尉
・

郎
中
令
の
官
名
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
中
央
の
内
史
等
の
改
革
は
太
初

元
年
(
前
一

O
四
)
の
と
と
で
あ
る
か
ら
、
王
国
の
郎
中
令
・
太
僕
の

改
革
も
同
年
の
ζ

と
で
あ
ろ
う
。
左
な
鎌
田
氏
が
、
第
一
期
の
高
祖
代

に
は
王
国
の
太
停
・
相
国
だ
け
が
中
央
任
命
で
、
丞
相
以
下
は
す
べ
て

王
国
任
命
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
誤

b
で
、
中
央
任
命
の
丞
相
も
存
在

し
た
⑦
。
ま
た
第
二
期
以
後

K
は
比
六
百
石
以
上
の
要
官
が
中
央
任
命

で
、
小
県
の
県
長
を
始
め
と
す
る
四
百
石
以
下
は
す
べ
て
王
国
任
命
で

あ
っ
た
と
断
定
し
た
点
は
問
題
を
含
む
③
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
点
は

正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
と
ろ
で
、
鎌
田
氏
は
武
帝
代
の
郎
中
令
・
太
僕
の
改
革
を
同
氏
の

言
う
第
二
期
・
第
三
期
の
区
分
け
の
目
や
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
は
王
国
の
行
政
全
体
に
か
か
わ
る
改
革
で
は
左
い
。
王
国
の
行
政
の

基
本
的
仕
組
み
の
考
察
を
目
的
と
し
て
い
る
本
稿
で
は
、
同
氏
の
言
う

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
ハ
紙
易

第
二
期
・
第
三
期
を
一
括
し
て
も
別

K
支
障
が
無
い
。
よ
っ
て
以
下
、

漢
初
か
ら
景
帝
中
五
年
(
前
一
四
五
〉
の
改
革
ま
で
を
第
一
期
、
景
帝

中
五
年
の
改
革
か
ら
成
帝
緩
和
元
年
(
前
八
〉
の
改
革
ま
で
を
第
二
期

緩
和
元
年
の
改
革
以
後
を
第
三
期
と
し
て
論
を
進
め
る
。

「
王
国
」

の
官
と
治
民
の
官
と
の
区
別

漢
王
朝
は
高
祖
の
時
か
ら
王
国
の
勢
力
を
削
減
し
、
ひ
い
て
は
王
国

を
中
央
集
権
的
郡
県
体
制

K
組
み
込
む
た
め
に
地
道
な
政
策
を
展
開
し

て
い
っ
た
⑨
。
と
こ
ろ
で
、
前
漢
代
の
王
国
の
官
制
の
推
移
を
詳
細

K

見
て
ゆ
く
と
、
王
国
の
勢
力
の
削
減

K
伴
ヲ
て
権
限
を
縮
小
さ
れ
る
宮

が
あ
る
一
方
、
徐
々

K
権
限
を
伸
す
官
も
見
出
さ
れ
る
。
本
節
は
こ
の

両
系
統
の
官
を
区
別
し
、
両
者
の
性
格
の
相
違
を
考
察
す
る
。

史
記
巻
五
十
九
五
宗
世
家
の
太
史
公
賛
を
見
る
と
、

高
祖
時
。
諸
侯
皆
賦
。
得
自
除
内
史
以
下
。
漢
独
為
置
丞
相
。
黄

金
印
。
諸
侯
自
除
御
史
廷
尉
正
博
士
。
援
於
天
子
。
自
呉
楚
反
後
。
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と
れ
は
王
国
の
官
制
の
第
一
期
の
記
事
で
あ
る
。

ζ

の
記
事

で
は
王
国
の
官
を
「
内
史
以
下
」
「
丞
相
」
「
御
史
延
尉
正
博
士
」
の

三
つ

K
分
け
て
各
々
の
任
命
権
の
所
在
を
記
し
て
い
る
。
中
央
任
命
の

丞
相
が
別
記
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
「
内
史
以
下
」
と
一
倒

史
廷
尉
正
博
士
」
と
は
共
に
王
国
任
命
で
あ
る
の
に
区
別
し
て
-
記
し
て

あ
る
の
は
両
者
の
間

K
性
格
上
の
相
違
が
あ
ヲ
た
た
め
、
と
想
定
さ
れ

と
あ
る
。



　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
三
口
巴

る
。
次
に
こ
の
両
者
の
性
格
を
比
較
し
よ
う
。

　
ま
ず
「
御
史
廷
尉
正
博
士
」
か
ら
考
察
す
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た

官
名
は
少
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
「
御
史
」
は
御
史
大
夫
の
省

略
で
あ
る
⑩
。
　
「
博
士
」
は
問
題
な
い
。
問
題
は
「
廷
尉
正
」
で
あ
る
。

中
央
の
官
制
で
は
廷
尉
正
は
廷
尉
の
属
官
で
あ
る
。
第
一
期
の
王
国
に

は
廷
尉
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
属
官
に
廷
尉
正
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易

に
推
測
で
き
る
ゆ
し
か
し
長
官
の
廷
尉
を
記
さ
ず
、
属
官
の
廷
尉
正
を

記
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
前
引
の
百
官
公
卿
表
に
は

「
省
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
官
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ

と
「
御
史
廷
尉
正
博
士
」
と
を
比
較
す
る
と
、
　
「
廷
尉
」
と
「
正
」
と

の
間
に
「
少
国
劇
」
の
三
字
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
「
御
史
廷
尉
正
博
士
」
は
「
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・

博
士
」
と
あ
る
べ
、
き
所
で
あ
ろ
う
。

・
さ
て
、
王
国
の
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
出
府
・
宗
正
・
博
士
の
職
務
は

石
園
公
卿
表
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
漢
書
巻
四
十
四
准
南

王
伝
に
、
文
庫
代
（
第
一
期
に
属
す
）
に
薄
雲
が
准
南
王
に
与
え
た
書

簡
の
一
部
と
し
て

　
　
今
諸
侯
子
為
吏
者
。
御
史
主
（
如
淳
日
。
自
此
以
下
至
県
令
主
。

　
　
皆
寒
寒
官
属
）
。
為
軍
吏
者
。
中
尉
主
。
客
出
入
殿
位
者
。
衛
尉
σ

　
　
大
行
主
。
諸
従
蛮
夷
回
帰
誼
及
以
亡
名
数
自
占
者
。
内
心
・
県
令

　
　
主
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
王
国
に
高
歯
，
・
大
行
が
あ
っ
た
こ
と
と
王
国

の
諸
官
の
任
務
の
一
端
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
の
「
御
史
」
も
御
史
大
夫

の
省
略
で
あ
ろ
う
。
　
「
御
史
」
は
諸
侯
王
の
王
子
で
吏
と
な
っ
て
い
る

者
を
、
中
尉
は
王
子
で
軍
吏
と
な
っ
て
い
る
者
を
、
衛
尉
．
大
行
は
馳
「

客
出
入
里
門
者
」
を
そ
れ
ぞ
れ
掌
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
幽
「
御
史
」
戸

中
尉
・
衛
尉
・
大
行
は
王
国
の
首
都
（
以
下
ハ
国
都
と
呼
ぶ
）
で
そ
の

任
務
に
従
っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
「
御
史
」
・
中
尉
・

衛
尉
・
大
行
以
外
に
、
諸
侯
王
の
教
育
に
当
る
太
傅
と
、
諸
侯
王
を
輔

け
て
王
国
の
卑
官
（
御
史
大
夫
・
中
尉
以
下
。
野
史
も
含
む
）
を
統
べ

る
丞
相
と
が
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
同
母
と
同
様
国
都
に
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
次
に
廷
尉
・
少
年
・
宗
正
・
博
士
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

中
央
の
官
制
で
は
太
値
∵
丞
相
・
御
史
大
夫
・
中
尉
・
衛
尉
・
大
行
。

廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
は
京
師
で
そ
の
任
務
を
遂
行
し
、
て
い
る
ゆ

第
一
期
の
王
国
の
官
制
は
中
央
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
王
国
の
太

傅
・
丞
相
・
御
史
大
夫
・
中
尉
」
衛
尉
・
大
行
は
国
・
都
に
あ
っ
粟
田
ハ
・

こ
れ
か
ら
見
て
王
国
の
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
も
国
都
で
そ
の
任

務
に
従
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
以
上
は
王
国
の
中
央
官
と
も
呼
ぶ

・
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
官
は
諸
侯
王
の
尊
貴
性
を
保
つ
べ
く

設
置
さ
れ
た
官
で
あ
り
、
郡
に
は
無
い
官
で
あ
る
（
単
に
そ
れ
ら
の
官

名
が
無
い
㊨
み
で
な
く
、
同
様
の
任
務
を
持
つ
宮
も
見
え
な
い
。
）
。

音
引
の
太
史
最
早
に
「
諸
侯
自
除
御
史
・
廷
尉
∴
（
三
王
・
宗
）
正
・

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

博
士
。
擬
於
天
子
」
と
あ
る
の
は
そ
の
て
と
を
証
明
す
る
。
て
の
よ
う

な
王
国
の
諸
官
を
仮
に
「
王
国
」
の
官
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
ゆ
な
澄
右
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前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
ハ
紙
邑

る
。
次

K
と
の
両
者
の
性
格
を
比
較
し
よ
う
。

ま
ず
「
御
史
廷
尉
正
博
士
」
か
ら
考
察
す
る
が
、
こ
と
に
記
さ
れ
た

官
名
は
少
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
御
史
」
は
御
史
大
夫
の
省

略
で
あ
る
⑩
。
「
博
士
」
は
問
題
左
い
。
問
題
は
「
廷
尉
正
」
で
あ
る
。

中
央
の
官
制
で
は
廷
尉
正
は
廷
尉
の
属
官
で
あ
る
。
第
一
期
の
王
国
に

は
廷
尉
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
属
官
民
廷
尉
正
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易

K
推
測
で
き
る
。
し
か
し
長
官
の
廷
尉
を
記
さ
ず
、
属
官
の
廷
尉
正
を

記
し
て
い
る
の
は
争
か
し
い
。
と
と
ろ
で
、
前
引
の
百
官
公
卿
表

K
は

「
省
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
宮
」
と
あ
っ
た
。
と
れ

と
「
御
史
廷
尉
正
博
士
」
と
を
比
較
す
る
と
、
「
廷
尉
」
と
「
正
」
と

の
間

K
「
少
府
宗
」
の
三
字
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
「
御
史
廷
尉
正
博
士
」
は
「
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・

博
士
」
と
あ
る
べ
き
所
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
王
国
の
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
の
職
務
は

百
官
公
卿
表
K
は
明
記
さ
れ
て
い
左
い
。
し
か
し
漢
書
巻
四
十
四
准
南

王
伝
K
、
文
帝
代
(
第
一
期
比
属
す
〉

K
薄
昭
が
堆
南
王
に
与
え
た
書

簡
の
一
部
と
し
て

今
諸
侯
子
為
吏
者
。
御
史
主
(
如
淳
目
。
自
此
以
下
至
県
令
主
。

皆
謂
王
宮
属
)
。
為
軍
吏
者
。
中
尉
主
。
客
出
入
殿
門
者
。
衛
尉
・

大
行
主
。
諸
従
蛮
夷
来
帰
誼
及
以
亡
名
数
自
占
者
。
内
史
・
県
令

王。

と
あ
る
。
と
れ
に
よ
っ
て
王
国

K
衛
尉
・
大
行
が
あ
っ
た
と
と
と
王
国

の
諸
官
の
任
務
の
一
端
と
が
窺
え
る
。
と
と
の
「
御
史
」
も
御
史
大
夫

の
省
略
で
あ
ろ
う
。
「
御
史
」
は
諸
侯
王
の
王
子
で
更
と
左
っ
て
い
る

者
を
、
中
尉
は
王
子
で
軍
更
と
左
ヲ
て
い
る
者
を
、
衛
尉
・
大
行
は
「

客
出
入
殿
門
者
」
を
そ
れ
ぞ
れ
掌
っ
て
い
る
。
と
れ
か
ら
「
御
史
」
・

中
尉
・
衛
尉
・
大
行
は
王
国
の
首
都
(
以
下
、
国
都
と
呼
ぶ
)
で
そ
の

任
務

K
従
っ
て
い
た
と
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
と
の
「
御
史
」
・
中
尉
・

衛
尉
・
大
行
以
外
K
、
諸
侯
王
の
教
育
に
当
る
太
停
と
、
諸
侯
王
を
輔

け
て
王
国
の
衆
官
(
御
史
大
夫
・
中
尉
以
下
。
内
史
も
含
む
)
を
統
べ

る
丞
相
と
が
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
亦
右
と
同
様
園
都
に
い
た
と
と
は
間

違
い
ま
い
。
次
に
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

中
央
の
官
制
で
は
太
停
・
丞
相
・
御
史
大
夫
・
中
尉
・
衛
尉
・
大
行
・

廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
は
京
師
で
そ
の
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

第
一
期
の
王
国
の
官
制
は
中
央
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

D
、
ま
た
王
国
の
太

侍
・
丞
相
・
御
史
大
夫
・
中
尉
・
衛
尉
・
大
行
は
国
都
忙
あ
っ
た
が
九

こ
れ
か
ら
見
て
王
国
の
廷
尉
・
少
府
・
宗
正
・
博
士
も
園
都
で
そ
の
任

務
K
従
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
は
王
国
の
中
央
官
と
も
呼
ぶ

べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
う
し
た
諸
官
は
諸
侯
王
の
尊
貴
性
を
保
つ
べ
〈

設
置
さ
れ
た
官
で
あ

b
、
郡

K
は
無
い
官
で
あ
る
(
単
に
そ
れ
ら
の
官

名
が
無
い
の
み
で
左
〈
、
同
様
の
任
務
を
持
つ
官
も
見
え
左
い
。
)
。

前
引
の
太
史
公
費

K
「
諸
侯
自
除
御
史
・
廷
尉
・
(
少
府
・
宗
)
正
・

博
士
。
蜘
蜘
一
対
初
」
と
あ
る
の
は
そ
の
と
と
を
証
明
す
る
。
と
の
よ
う

ま
王
国
の
諸
官
を
仮

K
「
王
国
」
の
官
と
呼
ぶ
と
と

K
す
る
。
ま
な
右
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の
諸
官
の
ほ
か
に
、
百
官
公
卿
表
に
見
え
る
大
夫
・
馴
者
・
郎
・
歯
面

令
・
太
田
、
続
百
官
志
五
に
見
え
る
治
書
・
礼
楽
長
・
衛
士
長
・
医
工

長
・
永
管
長
・
雪
下
長
等
も
「
王
国
」
の
官
に
な
る
で
あ
ろ
う
⑪
。

　
次
に
「
内
宴
以
下
」
を
と
り
あ
げ
る
。
内
史
は
百
官
公
卿
表
に
「
治

国
民
」
と
あ
る
よ
う
に
、
王
国
の
行
政
に
直
接
当
っ
て
い
た
。
ま
た
忌

引
の
三
三
三
三
に
、
「
諸
従
蛮
夷
来
帰
誼
及
以
亡
名
数
自
占
者
。
内
史
・

県
令
主
」
と
あ
る
が
、
内
検
は
本
来
県
令
を
率
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら

右
か
ら
内
吏
が
県
令
を
通
じ
て
蛮
人
で
漢
に
帰
し
て
来
た
者
、
も
と
無

籍
者
で
、
自
5
申
告
し
て
戸
籍
に
つ
け
ら
れ
よ
う
と
す
る
者
を
も
あ
わ

せ
て
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
王
国
の
行
政
に
直

接
当
る
内
史
・
県
令
等
を
以
下
で
は
仮
に
治
民
の
官
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
⑫
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
期
の
王
国
の
官
は
、
太
傅
・
丞
相
・
御
史
大
夫

以
下
の
「
王
国
」
の
官
と
、
内
史
以
下
の
治
民
の
官
と
に
裁
然
と
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
第
二
期
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
漢
旧
儀
巻
下
に

　
　
隔
子
為
王
。
王
国
置
語
聾
・
相
・
中
尉
各
一
人
。
秩
二
千
石
。
以

　
　
輔
王
。
僕
一
人
。
秩
千
石
。
門
中
玉
条
六
百
石
。
置
官
如
漢
官
。

　
　
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
自
毒
除
語
中
。
漢
置
古
史
一
人
。
秩

　
　
二
千
石
。
治
国
如
郡
太
守
・
都
尉
。
職
事
蚤
除
吏
。

と
あ
る
。
第
四
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
は
第
二
期
末
の
記
事

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
王
国
の
二
千
石
は
太
傅
・
相
・
中
尉
と
内
史
と

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
太
傅
・
相
・
中
尉
・
僕
・
巽
中
令
の
記
事

に
続
い
て
「
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
墨
継
除
国
中
」
と
あ
り
、
・
内

史
の
記
事
に
続
い
て
「
職
事
調
除
吏
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者

と
後
者
と
の
属
官
が
区
別
さ
れ
て
い
た
の
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
漢
書
巻
十
一
哀
帝
紀
に
よ
る
と
、
哀
帝
が
ま
だ
定
陶
王
で

あ
っ
た
時
に

　
　
元
延
四
年
。
入
朝
。
立
直
傅
・
相
・
中
尉
。
時
成
帝
少
弟
中
山
孝

　
　
逃
走
来
朝
。
独
従
傅
。
上
怪
之
。
尋
問
定
陶
王
。
対
日
。
令
（
周

　
　
寿
昌
日
。
漢
律
令
也
）
。
諸
侯
王
朝
得
倉
見
国
二
千
石
。
．
傅
・
相

　
　
中
尉
皆
国
二
千
石
。
故
尽
従
之
。

と
あ
る
。
元
延
四
年
（
前
九
）
は
王
国
の
内
・
史
が
廃
止
さ
れ
る
綬
和
元

年
の
前
年
で
あ
る
。
　
「
諸
侯
王
朝
三
従
三
国
二
千
石
」
と
い
う
漢
令
を

熟
知
し
て
い
た
定
陶
窯
が
二
千
石
の
内
史
を
従
え
て
い
な
い
こ
と
は
、

「
王
国
」
の
官
の
太
傅
・
相
・
中
尉
と
治
民
の
官
の
語
史
と
に
区
別
が

あ
り
、
右
の
「
二
千
石
」
は
「
王
国
」
の
官
の
二
千
右
だ
け
を
さ
す
ど

い
う
推
測
が
成
立
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
「
王
国
」

の
官
と
治
民
の
官
と
の
区
別
が
第
二
期
の
末
ま
で
続
い
て
い
た
の
が
わ

か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
期
に
「
王
国
」
の
官
と
治
民
の
官
と
の

区
別
が
あ
り
、
第
二
期
の
末
期
に
も
両
者
の
区
別
が
あ
っ
た
か
ら
、
第

二
期
の
前
期
に
も
同
様
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

　
第
三
期
に
な
る
と
、
治
民
の
官
の
中
心
で
あ
っ
た
内
蓋
が
廃
止
さ
れ
、

代
っ
て
相
・
中
尉
が
治
民
の
官
へ
と
性
格
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
　
「
王
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の
諸
官
の
ほ
か
に
、
百
官
公
卿
表
に
見
え
る
大
夫
・
謁
者
・
郎
・
郎
中

令
・
太
僕
、
続
百
官
志
五

K
見
え
る
治
書
・
礼
楽
長
・
衛
士
長
・
医
工

長
・
永
巷
長
・
伺
杷
長
等
も
「
王
国
」
の
官

K
ま
る
で
あ
ろ
う
⑬
。

次
K
「
内
史
以
下
」
を
と

b
あ
げ
る
。
内
史
は
百
官
公
卿
表

K
「
治

国
民
」
と
あ
る
よ
う
に
、
王
国
の
行
政
に
直
接
当
っ
て
い
た
。
ま
た
前

引
の
准
南
王
伝
に
「
諸
従
蛮
夷
来
帰
誼
及
以
亡
名
数
自
占
者
。
内
史
・

県
令
主
」
と
あ
る
が
、
内
史
は
本
来
県
令
を
率
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら

右
か
ら
内
史
が
県
令
を
通
じ
て
蛮
人
で
漢
に
帰
し
て
来
た
者
、
も
と
無

籍
者
で
、
自
ら
申
告
し
て
戸
籍
に
つ
け
ら
れ
よ
う
と
す
る
者
を
も
あ
わ

せ
て
支
配
し
て
い
た
と
と
が
わ
か
る
。
と
の
よ
う

K
王
国
の
行
政
に
直

接
当
る
内
史
・
県
令
等
を
以
下
で
は
仮

K
治
民
の
官
と
呼
ぶ
と
と

K
す

る
⑫
。以
上
の
よ
う
陀
、
第
一
期
の
王
国
の
宮
は
、
太
侍
・
丞
相
・
御
史
大
夫

以
下
の
「
王
国
」
の
官
と
、
内
史
以
下
の
治
民
の
官
と
に
裁
然
と
区
別

す
る
ζ

と
が
で
き
る
口
そ
れ
で
は
第
二
期
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
漢
旧
儀
巻
下
に

帝
子
為
王
。
王
国
置
太
侍
・
相
・
中
尉
各
一
人
。
秩
二
千
石
。
以

輔
王
。
僕
一
人
。
秩
千
石
。
郎
中
令
秩
六
百
石
。
置
官
如
漢
官
。

官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
自
調
除
国
中
。
漢
置
内
史
一
人
。
秩

二
千
石
。
治
国
知
郡
太
守
・
都
尉
。
職
事
調
除
更
。

と
あ
る
。
第
四
節
で
述
べ
る
よ
う

K
、
と
の
記
事
は
第
二
期
末
の
記
事

で
あ
る
が
、
と
と
で
も
王
国
の
二
千
石
は
太
停
・
相
・
中
尉
と
内
史
と

前
漢
語
侯
王
国
の
官
制
ハ
紙
邑

に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
太
樽
・
相
・
中
尉
・
僕
・
郎
中
令
の
記
事

に
続
い
て
「
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
自
調
除
圏
中
」
と
あ

b
、
内

史
の
記
事
に
続
い
て
「
職
事
調
除
吏
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者

と
後
者
と
の
属
官
が
区
別
さ
れ
て
い
た
の
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

と
と
ろ
で
、
漢
書
巻
十
一
哀
帝
紀
に
よ
る
と
、
哀
帝
が
ま
だ
定
陶
王
で

あ
っ
た
時
に

元
延
四
年
。
入
朝
。
尽
従
停
・
相
・
中
尉
。
時
成
帝
少
弟
中
山
孝

王
亦
来
朝
。
独
従
侍
。
上
怪
之
。
以
問
定
陶
王
。
対
日
。
令
(
周

寿
昌
目
。
漢
律
令
也
)
。
諸
侯
王
朝
得
従
其
国
二
千
石
。
侍
・
相

中
尉
皆
国
二
千
石
。
故
尽
従
之
。

と
あ
る
。
元
延
四
年
(
前
九
)
は
王
国
の
内
史
が
廃
止
さ
れ
る
緩
和
元

年
の
前
年
で
あ
る
。
「
諸
侯
王
朝
得
従
其
国
二
千
石
」
と
い
う
漢
令
を

熟
知
し
て
い
た
定
陶
王
が
二
千
石
の
内
史
を
従
え
て
い
左
い
こ
と
は
、

「
王
国
」
の
官
の
太
停
・
相
・
中
尉
と
治
民
の
官
の
内
史
と

K
区
別
が

あ

b
、
右
の
「
二
千
石
」
は
「
王
国
」
の
官
の
二
千
石
だ
け
を
さ
す
と

い
う
推
測
が
成
立
す
る
。
以
上
の
と
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
「
王
国
」

の
官
と
治
民
の
官
と
の
区
別
が
第
二
期
の
末
ま
で
続
い
て
い
た
の
が
わ

か
右
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
期
に
「
王
国
」
の
官
と
治
民
の
官
と
の

区
別
が
あ

b
、
第
二
期
の
末
期

K
も
両
者
の
区
別
が
あ
っ
た
か
ら
、
第

二
期
の
前
期
に
も
同
様
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易

K
推
測
で
き
る
。

第
三
期
K
左
る
と
、
治
民
の
官
の
中
心
で
あ
っ
た
内
史
が
廃
止
さ
れ
、

代
っ
て
相
・
中
尉
が
治
民
の
官
へ
と
性
格
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
「
王
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晶
訓
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

国
」
の
官
と
し
て
は
傅
・
僕
・
郎
中
令
、
そ
れ
に
続
百
官
志
五
に
見
え

る
治
書
以
下
の
諸
官
が
諸
侯
王
の
尊
貴
性
を
保
つ
べ
く
残
さ
れ
て
い
る

が
、
王
国
σ
行
政
上
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
内
事
廃
止

に
伴
う
改
革
の
結
果
、
　
「
王
国
」
の
官
と
治
民
の
官
と
の
区
別
は
事
実

上
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　
　
三
　
第
一
期
の
内
史
と
郡
守

　
前
節
で
第
一
期
か
ら
第
二
期
の
王
国
の
官
に
「
王
国
」
の
官
と
治
民

の
官
と
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
本
節
以
下
で
は
両
者
の

権
限
の
推
移
を
、
内
史
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
。

　
百
官
公
卿
表
で
は
第
一
期
の
内
語
に
つ
い
て
「
内
密
治
国
民
」
と
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
期
の
諸
侯
王
は
行
政
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
か

ら
、
そ
こ
で
は
第
｝
期
の
諸
侯
王
の
行
政
権
と
書
史
の
「
治
国
民
」
と

い
う
職
務
と
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

ま
た
、
続
百
官
志
五
に
呉
楚
七
国
の
簡
潔
の
こ
と
と
し
て
「
萱
野
懲
之
。

遂
令
諸
王
不
得
治
民
。
令
内
史
主
治
民
」
と
あ
る
如
ぐ
、
第
二
画
面
な

る
と
諸
侯
王
は
行
政
権
を
奪
わ
れ
た
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
第
二
期
の

内
史
の
具
体
的
任
務
は
ど
の
よ
う
に
変
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に

な
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
ず
第
一
期
の
王
国

の
行
政
と
内
史
の
任
務
と
の
関
係
を
見
よ
う
。

　
漢
書
巻
十
四
諸
侯
王
表
の
序
に

　
　
天
子
自
有
三
河
・
東
郡
・
頴
川
・
南
陽
・
自
江
陵
以
西
商
工
蜀
・

　
　
北
自
尽
中
継
朧
贈
与
京
師
内
取
凡
十
五
郡
。
公
主
・
列
侯
頗
邑
其

　
　
中
。
而
藩
国
大
者
脊
州
兼
郡
。
連
城
数
十
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
初
に
は
数
鑓
を
領
す
る
大
規
模
な
王
国
（
以
下
、

大
王
国
と
呼
ぶ
）
が
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
う
し
た
こ
と
を
若
干
の
具
体

例
を
あ
げ
て
見
て
い
こ
う
。
漢
書
高
帝
紀
六
年
の
条
を
見
る
と

　
　
春
正
月
丙
午
。
韓
王
信
等
奏
請
。
以
故
東
陽
郡
・
郵
郡
・
呉
郡
五

　
　
十
三
県
。
立
劉
質
為
荊
王
。
三
主
郡
・
醇
郡
・
鄙
郡
三
十
六
県
。

　
　
立
弟
文
信
君
自
恕
直
面
。
壬
子
。
二
藍
中
・
龍
門
・
代
郡
五
十
三

　
　
県
。
立
兄
宜
信
侯
喜
国
財
王
。
以
膠
東
・
膠
西
・
臨
溜
・
豊
北
・

　
　
博
陽
・
城
陽
郡
七
十
三
県
。
立
子
肥
壷
斉
王
。

と
あ
り
、
高
祖
が
数
郡
数
十
県
の
領
域
を
以
て
荊
王
・
楚
王
・
代
王
・

適
々
を
封
じ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
史
記
巻
五
十
二

三
盛
恵
王
世
家
を
見
る
と
、
恵
雨
季
に
「
献
城
陽
郡
。
以
為
魯
元
公
主

五
重
邑
」
と
あ
り
、
高
点
代
に
「
割
斉
之
済
南
郡
。
為
呂
王
謹
言
」
、

「
割
斉
娘
邪
郡
。
立
営
陵
侯
劉
沢
。
玉
虫
邪
正
」
と
あ
り
、
ま
た
「
斉

別
郡
」
な
る
語
も
見
え
る
か
ら
、
挙
国
は
数
郡
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
漢
書
巻
四
十
九
晃
毒
忌
に
、
晃
，
錯
が
忌
垣
に
大
王

国
を
弱
化
す
る
た
め
に
諸
侯
王
の
罪
過
を
求
め
て
》
　
「
其
の
支
郡
を
削
」

る
こ
と
を
請
う
た
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
ひ
と
り
斉
国
の
み
な
ら
ず
、

第
「
期
の
大
王
国
は
通
常
複
数
の
郡
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
勿
論
、
第
一
期
の
（
同
姓
）
王
国
で
も
、
史
記
斉
悼
恵
王
世
家

に
「
高
后
割
斉
瑛
邪
思
。
．
立
干
陵
侯
劉
沢
。
為
瑛
邪
言
」
と
あ
る
瑛
邪

（22　）

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
霧
島
ロ

国
」
の
官
と
し
て
は
停
・
僕
・
郎
中
令
、
そ
れ
に
続
百
官
志
五
に
見
え

る
治
書
以
下
の
諸
官
が
諸
侯
王
の
尊
貴
性
を
保
つ
べ
く
残
さ
れ
て
い
る

が
、
王
国
の
行
政
上
そ
れ
ほ
ど
問
題

K
な
ら
左
い
。
つ
ま

b
内
史
廃
止

に
伴
う
改
革
の
結
果
、
「
王
国
」
の
官
と
治
民
の
官
と
の
区
別
は
事
実

上
〈
ず
れ
て
し
ま
フ
た
と
言
え
る
。

第
一
期
の
内
史
と
郡
守

前
節
で
第
一
期
か
ら
第
二
期
の
王
国
の
官

K
「
王
国
」
の
官
と
治
民

の
官
と
の
区
別
が
あ
っ
た
と
と
を
述
べ
た
が
、
本
節
以
下
で
は
両
者
の

権
限
の
推
移
を
、
内
史
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
む

百
官
公
卿
表
で
は
第
一
期
の
内
史
に
つ
い
て
「
内
史
治
国
民
」
と
あ

る
。
と
ζ

ろ
で
、
第
一
期
の
諸
侯
王
は
行
政
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
か

ら
、
そ
と
で
は
第
一
期
の
諸
侯
王
の
行
政
権
と
内
史
の
「
治
国
民
」
と

い
う
職
務
と
が
い
か
在
る
関
係
に
あ
ヲ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

ま
た
、
続
百
官
志
五

K
呉
楚
七
国
の
乱
後
の
と
と
と
し
て
「
景
帝
懲
之
口

遂
令
諸
王
不
得
治
民
。
令
内
史
主
治
民
」
と
あ
る
如
〈
、
第
二
期

K
左

る
と
諸
侯
王
は
行
政
権
を
奪
わ
れ
た
U

と
の
改
革
に
よ
っ
て
第
二
期
の

内
史
の
具
体
的
任
務
は
ど
の
よ
う
に
変
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に

ま
る
D

以
下
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
と

D
あ
げ
る
。
ま
ず
第
一
期
の
王
国

の
行
政
と
内
史
の
任
務
と
の
関
係
を
見
ょ
う
。

漢
書
巻
十
四
諸
侯
玉
表
の
序
K

天
子
自
有
三
河
・
束
郡
・
頴
川
・
南
陽
・
自
江
陵
以
西
至
巴
萄
・

北
自
雲
中
主
髄
西
与
京
師
内
史
凡
十
五
郡
。
公
主
・
列
侯
頗
邑
其

中
。
而
藩
国
大
者
脊
州
兼
郡
。
連
城
数
十
。

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
初
に
は
数
郡
を
領
す
る
大
規
模
左
王
国
(
以
下
、

大
王
国
と
呼
ぶ
)
が
あ
フ
た
。
以
下
、
そ

5
し
た
こ
と
を
若
干
の
具
体

例
を
あ
げ
て
見
て
い
と
う
。
漢
書
高
帝
紀
六
年
の
条
を
見
る
と

春
正
月
丙
午
。
韓
王
信
等
奏
請
。
以
故
東
陽
郡
・
都
郡
・
呉
郡
五

十
三
県
。
立
劉
買
為
荊
王
。
以
碍
郡
・
醇
郡
・
郡
一
郡
三
十
六
県
。

立
弟
文
信
君
交
為
楚
王
。
壬
子
。
以
雲
中
・
踊
門
・
代
郡
五
十
三

県
。
立
兄
宜
信
侯
喜
為
代
王
。
以
謬
東
・
膝
西
・
臨
槌
・
済
北
・

博
陽
・
城
陽
郡
七
十
三
県
。
立
子
肥
為
斉
王
。

と
あ

b
、
高
祖
が
数
郡
数
十
県
の
領
域
を
以
て
荊
王
・
楚
王
・
代
王
・

斉
王
を
封
じ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
史
記
巻
五
十
二

斉
悼
恵
王
世
家
を
見
る
と
、
恵
帝
代

K
「
献
城
陽
郡
。
以
為
魯
元
公
主

湯
泳
邑
」
と
あ

b
、
高
后
代

K
「
割
斉
之
済
南
郡
。
為
呂
王
奉
邑
」
、

「
割
斉
瑛
邪
郡
。
立
営
陵
侯
劉
沢
。
為
瑛
邪
王
」
と
あ

b
、
ま
た
「
斉

別
郡
」
在
る
語
も
見
え
る
か
ら
、
斉
国
は
数
郡

K
分
か
れ
て
い
た
と
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
漢
書
巻
四
十
九
泉
錯
伝
K
、
異
錯
が
景
帝

K
大
王

国
を
弱
化
す
る
た
め

K
諸
侯
王
の
罪
過
を
求
め
て
、
「
其
の
支
郡
を
削
」

る
と
と
を
請
う
た
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
ひ
と
h
J
斉
国
の
み
な
ら
ず
、

第
一
期
の
大
王
国
は
通
常
複
数
の
郡
K
A
A
け
ら
れ
て
い
た
ζ

と
が
窺
わ

れ
る
。
勿
論
、
第
一
期
の
(
同
姓
)
王
国
で
も
、
史
記
斉
悼
恵
王
世
家

K
「
高
后
割
斉
浪
邪
郡
。
立
営
陵
侯
劉
沢
。
為
浪
邪
王
」
と
あ
る
瑛
邪

(22 ) 



u

国
の
よ
う
に
、
例
外
的
に
一
国
一
尉
の
王
国
が
あ
っ
た
。

　
以
上
で
同
姓
王
国
が
数
郡
を
領
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
た
が
、
高
祖
代
の
異
姓
王
国
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

周
知
の
如
ぐ
、
異
姓
王
が
廃
さ
れ
た
後
、
そ
の
領
国
に
同
姓
王
が
封
ぜ

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
同
姓
王
が
数

郡
を
領
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
異
姓
王
も
通
常
数
郡
の
領
域
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
ま
念
の
た
め
二
王
韓
信
（
異

姓
王
）
が
廃
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
見
る
と
、
そ
の
楚
国
を
二
分
し
、
荊

王
劉
買
（
同
姓
王
）
を
三
郡
五
十
三
県
の
、
楚
王
蘭
交
（
同
姓
王
）
を

三
郡
三
十
六
県
の
王
ど
し
て
い
る
（
漢
書
高
帝
紀
六
年
の
条
）
。
こ
れ

「
．
は
異
姓
王
の
領
国
が
二
分
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
が
、
楚
王
韓
信
は
も
と

も
と
実
に
六
郡
八
十
九
県
の
領
域
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
、
漢
書
高
帝
紀
六
年
の
条
に
「
春
正
月
。
　
（
中
略
）
以
太
原
郡
三
十

一
県
政
韓
国
。
徒
韓
王
信
。
都
晋
陽
」
と
あ
る
よ
う
に
、
異
姓
王
の
中

に
も
一
丸
だ
け
し
か
領
し
な
い
者
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
特
例
で

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
期
の
異
姓
・
同
姓
の
大
王
国
は
数
郡
の
領
域

を
有
し
、
し
か
も
同
姓
の
大
王
国
は
国
内
が
数
郡
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　
（
異
姓
の
大
王
国
も
国
内
が
数
郡
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
は
以
下
の
行

論
の
う
ち
に
確
認
さ
れ
よ
う
）
。
そ
れ
な
ら
ば
王
国
内
の
行
政
は
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
記
巻
五
十
七

緯
侯
周
勃
世
家
を
見
る
と

　
前
漢
諸
侠
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

　
　
燕
心
血
組
曲
。
勃
以
相
国
。
代
即
断
将
。
撃
包
丁
。
鴛
縮
大
将
抵
・

　
　
丞
相
僖
・
凝
血
（
張
曇
日
。
盧
組
自
主
。
隆
其
名
）
・
太
尉
弱
・

　
　
御
史
大
夫
施
。
京
紅
都
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

と
あ
り
、
燕
王
盧
縮
の
叛
乱
に
際
し
て
周
密
は
「
守
隆
」
な
る
者
を
捕

え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
燕
国
（
異
姓
王
国
）
内
の
郡
守
で
あ
る
。
史
記

巻
九
十
六
任
教
列
伝
に
は

　
　
及
高
祖
初
盆
。
敷
砂
客
従
。
為
御
史
。
守
豊
二
歳
。
高
祖
立
為
漢

　
　
王
。
東
起
項
籍
。
宮
遷
為
上
面
守
。
陳
豆
蔵
時
。
敷
堅
守
。
封
為

　
　
広
画
筆
。
食
千
八
百
戸
。
高
后
時
。
為
御
史
大
夫
。

と
あ
り
、
任
教
は
漢
王
初
年
か
ら
高
后
の
時
ま
で
の
寺
上
党
郡
守
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
漢
書
巻
十
六
高
祖
功
臣
表
の
堂
陽
哀
侯
　
3
一

孫
赤
の
侯
状
の
項
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
包

　
　
門
中
滑
従
。
起
浦
。
山
止
入
漢
。
以
将
軍
撃
皇
籍
。
為
恵
侯
。
坐

　
　
守
春
陽
降
楚
。
免
。
復
来
。
以
郎
撃
籍
。
為
上
党
守
。
撃
陳
聯
。

と
あ
り
、
陳
孫
の
乱
の
頃
に
は
孫
赤
も
亦
上
江
郡
守
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
厳
耕
望
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
旧
任
教
於
此
雪
余
年
中

薫
別
任
奉
職
」
と
し
て
い
る
⑬
。
何
れ
に
し
て
も
、
漢
初
か
ら
高
后
の

時
ま
で
上
党
郡
守
が
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
全
祖
望

氏
の
漢
書
地
理
志
聾
心
巻
二
上
党
郡
の
条
に
「
高
直
二
年
属
漢
。
四
年

言
言
国
。
景
帝
復
配
郡
収
」
と
あ
る
如
く
、
上
党
郡
は
漢
四
年
（
前
二

〇
三
）
か
ら
趙
国
内
の
一
心
で
あ
っ
た
か
ら
、
趙
国
（
高
承
八
年
ま
で

は
異
姓
王
国
、
同
九
年
同
姓
王
国
に
な
る
）
内
に
上
面
溝
隠
が
い
た
こ

国
の
よ
う
に
、
例
外
的
に
一
国
一
郡
の
王
国
が
あ
っ
た
。

以
上
で
同
姓
王
国
が
数
郡
を
領
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
ヲ
た
ζ

と
を

述
べ
た
が
、
高
祖
代
の
異
姓
王
国
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

周
知
の
如
く
、
異
姓
王
が
廃
さ
れ
た
後
、
そ
の
領
国

K
同
姓
玉
が
封
ぜ

ら
れ
る
と
と
が
多
か
っ
た
が
、
先

K
見
た
よ
う

K
、
と
の
同
姓
王
が
数

郡
を
領
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
異
姓
王
も
通
常
数
郡
の
領
域
を

持
っ
て
い
た
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
ま
念
の
た
め
楚
王
韓
信
(
異

姓
王
〉
が
廃
さ
れ
た
時
の
と
と
を
見
る
と
、
そ
の
楚
国
を
二
分
し
、
荊

王
劉
頁
(
同
姓
王
)
を
三
郡
五
十
三
県
の
、
楚
王
劉
交
(
同
姓
王
)
を

三
郡
三
十
六
県
の
王
と
し
て
い
る
(
漢
書
高
帝
紀
六
年
の
条
)
。
と
れ

は
異
姓
王
の
領
国
が
二
分
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
が
、
楚
王
韓
信
は
も
と

も
と
実

K
六
郡
八
十
九
県
の
領
域
を
持
っ
て
い
た
と
と
に
在
る
。
た
だ

し
、
漢
書
高
帝
紀
六
年
の
条

K
「
春
正
月
。
(
中
略
〉
以
太
原
郡
三
十

一
県
為
韓
国
。
徒
韓
王
信
。
都
晋
陽
」
と
あ
る
よ
う

K
、
異
姓
王
の
中

K
も
一
郡
だ
け
し
か
領
し
左
い
者
が
あ
っ
た
。
し
か
し
と
れ
は
特
例
で

あ
る
。以
上
の
よ
う

K
、
第
一
期
の
異
姓
・
同
姓
の
大
王
国
は
数
郡
の
領
域

を
有
し
、
し
か
も
同
姓
の
大
王
国
は
圏
内
が
数
郡

K
分
け
ら
れ
て
い
た
u

(
異
姓
の
大
王
国
も
圏
内
が
数
郡

K
分
か
れ
て
い
た
こ
と
は
以
下
の
行

論
の
う
ち
に
確
認
さ
れ
よ
う
)
。
そ
れ
左
ら
ば
王
国
内
の
行
政
は
ど
の

よ
う
左
仕
組
み
で
行
左
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
記
巻
五
十
七

緯
侯
周
勃
世
家
を
見
る
と

前
漢
語
俣
王
国
の
宮
制
ハ
紙
屋
〉

燕
王
慮
結
反
。
勃
以
相
因
。
代
焚
噌
将
。
撃
下
鮪
。
得
縮
大
将
抵
・

丞
相
値
・
守
陛
〈
張
曇
目
。
直
結
郡
守
。
陛
其
名
)
・
太
尉
弱
・

御
史
大
夫
施
。
屠
海
都
。

と
あ

b
、
燕
王
直
結
の
叛
乱
に
際
し
て
周
勃
は
「
守
隠
」
在
る
者
を
捕

え
て
い
る
が
、
と
れ
は
燕
国
(
異
姓
王
国
〉
内
の
郡
守
で
あ
る
。
史
記

巻
九
十
六
任
教
列
伝

K
は

及
高
祖
初
起
。
数
以
客
従
。
為
御
史
。
守
豊
二
歳
。
高
祖
立
為
漢

王
。
東
撃
項
籍
。
教
遷
為
上
党
守
。
陳
都
反
時
。
数
堅
守
。
封
為

広
阿
侯
。
食
千
八
百
戸
。
高
后
時
。
為
御
史
大
夫
。

と
あ

D
、
任
教
は
漢
王
初
年
か
ら
高
后
の
時
ま
で
の
間
上
党
郡
守
で
あ

っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
漢
書
巻
十
六
高
祖
功
臣
表
の
堂
陽
哀
侯

孫
赤
の
侯
状
の
項

K

以
中
潟
従
。
起
浦
。
以
郎
入
漢
。
以
将
軍
撃
項
籍
。
為
恵
侯
。
坐

守
祭
陽
降
楚
。
免
。
復
来
。
以
郎
撃
籍
。
為
上
党
守
。
撃
陳
務
。

と
あ

b
、
陳
磁
の
乱
の
頃

K
は
孫
赤
も
亦
上
党
郡
守
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
厳
耕
望
氏
は
と
れ
に
つ
い
て
「
蓋
任
教
於
此
十
余
年
中

曾
別
任
他
職
」
と
し
て
い
る
⑬
。
何
れ
に
し
て
も
、
漢
初
か
ら
高
后
の

時
ま
で
上
党
郡
守
が
い
た
と
と
は
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
全
祖
望

氏
の
漢
書
地
理
志
稽
疑
巻
二
上
党
郡
の
条

K
「
高
帝
二
年
属
漢
。
四
年

属
越
国
。
景
帝
復
支
郡
収
」
と
あ
る
如
く
、
上
党
郡
は
漢
四
年
(
前
二

O
三
)
か
ら
越
国
内
の
一
郡
で
あ
っ
た
か
ら
、
越
国
(
高
帝
八
年
ま
で

は
異
姓
王
国
、
同
九
年
同
姓
王
国

K
左
る
)
内
に
上
党
郡
守
が
い
た
と

(2::n 



　
些
削
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

と
に
な
る
。
史
記
巻
九
十
三
早
食
列
伝
に
は
、
陳
書
の
乱
討
平
の
た
め

高
祖
が
郎
郵
に
親
征
し
た
時
に

　
　
趙
相
（
周
昌
）
奏
斬
常
山
守
・
尉
。
日
。
常
山
二
十
五
城
。
聯
反
。
．

　
　
亡
其
二
十
城
。
上
間
日
。
守
・
尉
反
訳
。
対
日
。
不
反
。
上
弓
。

　
　
是
力
不
足
也
。
赦
之
。
復
以
為
重
山
守
・
尉
。

と
あ
る
が
、
漢
書
地
理
志
稽
疑
単
二
常
山
郡
の
条
に
「
（
高
帝
）
四
年
。

復
以
属
趙
国
。
高
后
二
年
復
為
常
山
国
」
と
あ
る
か
ら
、
駒
下
（
同
姓

王
国
）
の
常
山
郡
に
も
郡
守
・
郡
尉
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
史
記

巻
百
十
五
朝
鮮
列
伝
に
は

　
　
会
孝
恵
・
高
后
時
。
天
下
劃
定
。
遼
東
太
守
即
約
（
朝
鮮
王
衛
）

　
　
満
。
為
外
臣
。
保
塞
外
蛮
夷
。
無
累
算
辺
。
諸
蛮
夷
君
長
欲
心
見

　
　
天
子
。
勿
得
禁
止
。
六
国
。
上
組
之
。

ど
あ
る
。
漢
書
地
理
志
稽
疑
巻
二
遼
東
郡
の
条
に
「
高
級
六
年
。
属
漢
。

伍
属
早
事
。
景
病
後
。
上
辺
郡
収
」
と
あ
る
か
ら
、
燕
国
（
同
姓
王
国
）

に
・
も
遼
東
太
守
が
、
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
（
と
こ
ろ
で
、
燕
国
に
「
守
脛
」

が
、
断
面
に
上
党
郡
守
任
敷
が
い
た
こ
と
は
、
異
姓
の
大
王
国
の
場
合

も
、
．
同
姓
の
大
王
国
と
同
様
、
国
内
が
複
数
の
郡
に
分
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
）
。
以
上
か
ら
、
異
姓
・
同
姓
の
大
王
国
に
は

郡
守
・
郡
尉
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

・
と
こ
ろ
で
、
漢
王
朝
の
直
轄
地
の
地
方
行
政
体
系
で
は
、
京
師
を
含

む
内
史
要
は
内
史
が
、
他
の
直
轄
郡
は
郡
守
・
郡
市
が
行
政
に
当
っ
て

い
た
。
第
一
期
の
王
国
の
官
制
は
中
央
の
官
制
と
同
様
で
あ
り
、
し
か

も
複
数
の
郡
を
持
つ
王
国
に
は
内
灘
と
郡
守
・
郡
尉
と
が
並
び
存
し
て

い
た
。
こ
れ
と
前
述
の
上
党
郡
・
常
山
郡
・
遼
東
郡
が
何
れ
も
国
都
を
含
ま

な
い
郡
で
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
の
職
務
分
担
は
国
都
を

含
む
郡
（
内
史
郡
に
相
当
す
る
）
を
内
史
が
、
そ
の
他
の
郡
を
郡
守
ゼ

郡
尉
が
治
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
⑭
。
し
か
し
、
内

史
・
郡
守
に
各
郡
の
行
政
を
任
せ
た
だ
け
で
は
王
国
全
体
の
行
政
の
統

一
が
と
れ
な
い
。
こ
こ
で
諸
侯
王
に
王
国
の
行
政
権
が
与
え
ら
れ
で
い

た
こ
と
を
想
起
す
、
る
と
、
王
国
の
行
政
を
統
一
す
る
者
は
ま
さ
に
諸
侯

王
で
あ
り
、
そ
の
行
政
全
般
を
輔
佐
す
る
の
が
丞
相
で
あ
っ
た
こ
ど
が

自
ら
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
な
於
導
引
の
史
記
陳
猪
伝
に
よ
る
ど
、
，
陳
聯

の
乱
の
時
、
趙
相
周
面
は
常
山
郡
の
霊
獣
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
て

い
る
。
ま
た
中
央
朝
廷
の
丞
相
（
相
国
）
は
内
史
・
郡
守
・
三
尉
を
制

度
的
に
統
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
相
ま
っ
て
、
王
国
の
丞
相
が
諸
侯
王

の
全
般
的
輔
佐
役
と
し
て
内
事
・
郡
守
以
下
を
統
べ
て
い
た
と
い
う
右

の
見
解
を
支
え
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
丞
相
は
ま
さ
に
中
央
の
丞
相

の
如
く
全
体
の
統
轄
者
と
し
て
、
単
に
「
王
国
」
の
官
の
中
尉
・
御
史

大
夫
以
下
を
統
べ
る
だ
け
で
な
く
、
治
民
の
官
の
内
史
・
軽
風
以
下
を

も
指
揮
下
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
央
朝
廷
は
呉
楚
七
国
の
乱
以
後
、
大
王
国
の
支
郡
を
さ
い

て
別
の
王
国
を
立
て
、
或
い
は
婚
期
を
没
収
し
て
中
央
直
轄
の
郡
に
す

る
な
ど
、
大
王
国
の
細
分
化
を
進
め
る
一
方
⑮
、
新
た
に
諸
侯
王
を
置

く
時
は
そ
の
領
域
が
十
余
城
を
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
た
⑯
Q
そ
の
結
果

（24）

“

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
〈
紙
屋
)

と
に
在
る
。
史
記
巻
九
十
三
陳
務
列
伝
に
は
、
陳
務
の
乱
討
平
の
た
め

高
祖
が
郎
部

K
親
征
し
た
時

K

越
相
(
周
回
目
)
奏
斬
常
山
守
・
尉
。
目
。
常
山
二
十
五
城
。
狩
反
。

亡
其
二
十
城
。
上
問
目
。
守
・
尉
反
乎
。
対
日
。
不
反
。
上
目
。

是
力
不
足
也
。
赦
之
。
復
以
為
常
山
守
・
尉
。

と
あ
る
が
、
漢
書
地
理
志
稽
疑
巻
二
常
山
郡
の
条

K
「
(
高
帝
)
四
年
。

復
以
属
越
国
。
高
后
二
年
復
為
常
山
国
」
と
あ
る
か
ら
、
越
国
(
同
姓

王
国
)
の
常
山
郡
に
も
郡
守
・
郡
尉
が
い
た
と
と
に
左
る
。
更
に
史
記

巻
百
十
五
朝
鮮
列
伝

K
は

会
孝
恵
・
高
后
時
。
天
下
初
定
。
遼
東
太
守
即
約
〈
朝
鮮
王
衛
)

満
。
為
外
臣
。
保
塞
外
蛮
夷
。
無
使
盗
辺
口
諸
蛮
夷
君
長
欲
入
見

天
子
。
勿
得
禁
止
。
以
開
。
上
許
之
。

と
あ
る
。
漢
書
地
理
志
稽
疑
巻
二
遼
東
郡
の
条
に
「
高
帝
六
年
。
属
漢
。

品
川
属
燕
国
。
景
帝
後
。
以
辺
郡
収
」
と
あ
る
か
ら
、
燕
国
(
同
姓
王
国
)

K-
も
遼
東
太
守
が
い
た
こ
と

K
左
る
。
(
と
と
ろ
で
、
燕
国
に
「
守
陸
」

が
、
越
国

K
上
党
郡
守
任
教
が
い
た
こ
と
は
、
異
姓
の
大
王
国
の
場
合

も
、
同
姓
の
大
王
国
と
同
様
、
圏
内
が
複
数
の
郡

K
分
け
ら
れ
て
い
た

ζ

止
を
示
唆
し
て
い
る
)
。
以
上
か
ら
、
異
姓
・
同
姓
の
大
王
国

K
は

郡
守
・
郡
尉
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

・
・
ど
と
ろ
で
、
漢
王
朝
の
直
轄
地
の
地
方
行
政
体
系
で
は
、
京
師
を
含

む
内
史
郡
は
内
史
が
、
他
の
直
轄
郡
は
郡
守
・
郡
尉
が
行
政

K
当
っ
て

い
充
。
第
一
期
の
王
国
の
官
制
は
中
央
の
官
制
と
同
様
で
あ
・
9
、
し
か

も
複
数
の
郡
を
持
つ
王
国
に
は
内
史
と
郡
守
・
郡
尉
と
が
並
び
存
し
て

い
た
。
こ
れ
と
前
述
の
上
党
郡
・
常
山
郡
・
.
遼
東
郡
が
何
れ
も
園
都
を
含
ま

左
い
郡
で
あ
る
と
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
の
職
務
分
担
は
園
都
を

含
む
郡
(
内
史
郡

K
相
当
す
る
)
を
内
史
が
、
そ
の
他
の
郡
を
郡
守
・

郡
尉
が
治
め
る
と
と

K
在
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
⑭
。
し
か
し
、
内

史
・
郡
守

K
各
郡
の
行
政
を
任
せ
た
だ
け
で
は
王
国
全
体
の
行
政
の
統

一
が
と
れ
ま
い
。
こ
と
で
諸
侯
王

K
王
国
の
行
政
権
が
与
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
王
国
の
行
政
を
統
一
す
る
者
は
ま
さ

K
諸
侯

王
で
あ

b
、
そ
の
行
政
全
般
を
輔
佐
す
る
の
が
丞
相
で
あ
っ
た
と
と
が

自
ら
明
ら
か
に
左
ろ
う
。
ま
hv
前
引
の
史
記
陳
務
依
に
よ
る
と
、
a

陳
恐
怖

の
乱
の
時
、
趨
相
周
昌
は
常
山
郡
の
守
尉
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
て

い
る
。
ま
た
中
央
朝
廷
の
丞
相
(
相
国
)
は
内
史
・
郡
守
・
郡
尉
を
制

度
的
に
統
べ
て
い
る
。
と
れ
ら
は
相
ま
っ
て
、
王
国
の
丞
相
が
諸
侯
王

の
全
般
的
輔
佐
役
と
し
て
内
史
・
郡
守
以
下
を
統
べ
て
い
た
と
い
う
右

の
見
解
を
支
え
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
丞
相
は
ま
さ
に
中
央
の
丞
相

の
知
く
全
体
の
統
轄
者
と
し
て
、
単
に
「
王
国
」
の
官
の
中
尉
・
御
史

大
夫
以
下
を
統
べ
る
だ
け
で
左
く
、
治
民
の
官
の
内
史
・
郡
守
以
下
を

も
指
揮
下

K
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
中
央
朝
廷
は
呉
楚
七
国
の
乱
以
後
、
大
王
国
の
支
郡
を
さ
い

て
別
の
王
国
を
立
て
、
或
い
は
支
郡
を
没
収
し
て
中
央
直
轄
の
郡

K
ナ

る
左
ど
、
大
王
国
の
細
分
化
を
進
め
る
一
方
⑮
、
新
た

K
諸
侯
玉
を
置

く
時
は
そ
の
領
域
が
十
余
城
を
過
ぎ
左
い
よ
う
に
し
た
⑮
。
そ
の
結
果
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廉
直
初
期
ま
で
に
王
国
は
原
則
と
し
て
一
国
一
郡
と
な
り
⑰
、
王
国
の

治
民
の
官
は
夜
越
以
下
だ
け
が
残
っ
て
、
郡
守
・
郡
尉
は
存
在
し
な
く

な
っ
た
。
そ
の
た
め
相
は
諸
侯
王
の
全
般
的
補
佐
役
と
し
て
内
史
・
二

陣
に
よ
る
行
政
を
統
べ
る
と
い
う
機
能
を
失
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
結
果
を
も
と
に
し
て
、
本
節
の
冒
頭
に
掲
げ
た
内
史
を

め
ぐ
る
問
題
点
を
考
え
て
み
ょ
う
。
第
一
期
の
内
史
は
、
王
国
内
で
国

都
を
含
む
郡
だ
け
の
行
政
に
当
っ
て
い
た
。
百
官
公
卿
表
に
「
内
史
治

国
民
」
と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

こ
の
時
期
の
内
史
の
行
政
権
は
国
都
を
含
む
郡
に
及
ぶ
だ
け
で
、
王
国

全
域
を
お
お
う
も
の
で
は
な
い
。
王
国
全
域
の
行
政
権
は
究
極
的
に
は

諸
侯
王
に
、
直
接
に
は
諸
侯
王
を
輔
佐
す
る
丞
相
に
帰
し
て
い
た
．
こ

の
こ
と
を
百
官
公
卿
表
は
「
諸
侯
王
。
　
（
中
略
）
馬
歯
其
国
。
　
（
中
略
）

丞
相
統
衆
官
」
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
王
国
の
支
郡
は
時
代
と

共
に
削
り
と
ら
れ
、
第
二
期
の
王
国
は
原
則
と
し
て
一
国
一
郡
と
な
っ

た
。
そ
の
一
郡
と
は
、
初
め
か
ら
内
史
が
行
政
権
を
握
っ
て
い
た
国
都

を
含
む
郡
で
あ
る
か
ら
、
内
史
の
行
政
権
は
王
国
全
域
を
澄
お
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
続
百
官
志
五
は
「
令
諸
王
不
得
治
民
。
門
内
三

主
治
民
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
王
国
は
領
域
を
削
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
の
独
立
性
を
も

失
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
王
国
の
官
制
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
景
趣
中
五
年
に
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・

宗
正
・
博
士
が
廃
止
さ
れ
、
大
夫
・
謁
者
・
郎
・
諸
官
の
長
・
丞
の
員

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

数
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
更
に
武
帝
太
初
元
年
に
は
童
僕
は
僕
と
改
称

さ
れ
、
郎
中
令
と
共
に
二
千
石
か
ら
千
石
に
減
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
何
れ
も
「
王
国
」
の
官
で
、
そ
の
構
成
は
時
と
共
に
縮
小
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
は
丞
相
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
丞
相
は
第
一
期

に
は
国
内
の
内
鼠
・
郡
守
を
指
揮
下
に
住
い
て
、
そ
の
行
政
を
統
べ
る

と
い
う
職
務
が
あ
っ
た
。
第
二
期
に
な
る
と
、
確
言
は
し
難
い
が
、
そ

の
権
限
は
恐
ら
く
事
実
上
無
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
史
記
五

宗
世
家
の
手
爪
善
心
に

　
　
高
祖
時
。
　
（
中
略
）
漢
独
為
置
丞
相
。
黄
金
印
。
（
中
略
）
自
呉
楚

　
　
反
後
。
　
（
中
略
）
去
丞
相
晶
相
。
偽
印
。

と
あ
る
よ
う
に
、
丞
相
は
景
帝
の
中
五
年
忌
相
と
改
称
さ
れ
る
と
同
時

に
黄
金
印
か
ら
銀
印
へ
と
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
漢
書
巻
点
景
帝
紀

に　
　
（
後
元
年
）
三
月
。
赦
天
下
。
賜
民
爵
一
級
。
中
二
千
石
・
諸
侯

　
　
相
爵
右
継
馬
。

と
あ
る
よ
う
に
、
景
帝
代
の
相
は
中
二
千
石
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
て

い
る
。
な
お
相
の
秩
は
、
史
記
巻
百
二
十
汲
鄭
列
伝
に
、
武
篇
代
の
潅

陽
太
守
汲
瀦
に
つ
い
て

　
　
令
轄
以
諸
侯
書
志
。
居
准
陽
。

と
あ
り
、
そ
の
集
解
所
引
の
如
淳
注
に

　
　
諸
侯
王
相
。
在
郡
守
上
。
秩
真
二
千
石
。
律
。
真
二
千
石
。
俸
月

　
　
二
言
。
二
千
石
。
月
万
六
千
。
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武
帝
初
期
ま
で
に
王
国
は
原
則
と
し
て
一
国
一
郡
と
な

b
⑫
、
王
国
の

治
民
の
官
は
内
史
以
下
だ
け
が
残
っ
て
、
郡
守
・
郡
尉
は
存
在
し
左
〈

走
っ
た
。
そ
の
た
一
め
相
は
諸
侯
王
の
全
般
的
補
佐
役
と
し
て
内
史
・
郡

守
に
よ
る
行
政
を
統
べ
る
と
い
う
機
能
を
失
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
結
果
を
も
と

K
し
て
、
本
節
の
冒
頭

K
掲
げ
た
内
史
を

め
ぐ
る
問
題
点
を
考
え
て
み
よ
う
。
第
一
期
の
内
史
は
、
王
国
内
で
園

都
を
含
む
郡
だ
け
の
行
政

K
当
っ
て
い
た
。
百
官
公
卿
表

K
「
内
史
治

国
民
」
と
あ
る
の
は
こ
の
と
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

と
の
時
期
の
内
史
の
行
政
権
は
園
都
を
含
む
郡
に
及
ぶ
だ
け
で
、
王
国

全
域
を
・
訟
な
う
も
の
で
は
左
い
。
王
国
全
域
の
行
政
権
は
究
極
的

K
は

諸
侯
王

K
、
直
接
に
は
諸
侯
王
を
輔
佐
す
る
丞
相

K
帰
し
て
い
た
U

と

の
と
と
を
百
官
公
卿
表
は
「
諸
侯
王
。
(
中
略
)
掌
治
其
国
。
(
中
略
)

丞
相
統
衆
官
」
と
記
し
て
い
る
。
と
と
ろ
が
、
王
国
の
支
郡
は
時
代
と

共

K
削

D
と
ら
れ
、
第
二
期
の
王
国
は
原
則
と
し
て
一
国
一
郡
と
在
っ

た
。
そ
の
一
郡
と
は
、
初
め
か
ら
内
史
が
行
政
権
を
握
っ
て
い
た
園
都

を
含
む
郡
で
あ
る
か
ら
、
内
史
の
行
政
権
は
王
国
全
域
を
な
争
う
と
と

に
在
る
山

ζ

の
と
と
を
続
百
官
志
五
は
「
令
諸
王
不
得
治
民
。
令
内
史

主
治
民
」
と
記
し
て
い
る
ζ

と
に
ま
る
。

と
と
ろ
で
、
王
国
は
領
域
を
削
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
の
独
立
性
を
も

失
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
王
国
の
官
制
は
ど
の
よ
う
陀
推
移
し

て
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
景
帝
中
五
年

K
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
少
府
・

宗
正
・
博
士
が
廃
止
さ
れ
、
大
夫
・
謁
者
・
郎
・
諸
官
の
長
・
丞
の
員

前
漢
語
侯
王
国
の
官
制
ハ
紙
き

数
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
更

K
武
帝
太
初
元
年

K
は
太
僕
は
僕
と
改
称

さ
れ
、
郎
中
令
と
共

K
二
千
石
か
ら
千
石

K
減
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
何
れ
も
「
王
国
」
の
官
で
、
そ
の
構
成
は
時
と
共

K
縮
小
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
は
丞
相
は
ど
う
在
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
丞
相
は
第
一
期

K
は
国
内
の
内
史
・
郡
守
を
指
揮
下

K
拾
い
て
、
そ
の
行
政
を
統
べ
る

と
い
う
職
務
が
あ
っ
た
。
第
二
期

K
-な
る
と
、
確
言
は
し
難
い
が
、
そ

の
権
限
は
恐
ら
く
事
実
上
無
く
在
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
史
記
五

宗
世
家
の
太
史
公
賛
K

高
祖
時
。
(
中
略
)
漢
独
為
置
丞
相
。
黄
金
印
。
(
中
略
)
自
呉
楚

反
後
。
(
中
略
)
去
丞
相
日
相
。
銀
印
。

と
あ
る
よ
う
に
、
丞
相
は
景
帝
の
中
五
年

K
相
と
改
称
さ
れ
る
と
同
時

に
黄
金
印
か
ら
銀
印
へ
と
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
漢
書
巻
五
景
帝
紀
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K 

〈
後
元
年
)
三
月
。
赦
天
下
。
賜
民
爵
一
級
u

中
二
千
石
・
諸
侯

相
爵
右
庶
長
。

と
あ
る
よ
う
に
、
景
帝
代
の
相
は
中
二
千
石
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
て

い
る
。
在
hv
相
の
秩
は
、
史
記
巻
百
二
十
汲
鄭
列
伝

K
、
武
帝
代
の
堆

陽
太
守
汲
賠

K
つ
い
て

令
賠
以
諸
侯
相
秩
。
居
准
陽
。

と
あ

b
、
そ
の
集
解
所
引
の
知
淳
注
に

諸
侯
王
相
。
在
郡
守
上
。
秩
真
二
千
石
。
律
。
真
二
千
石
。
俸
月

二
万
。
二
千
石
口
月
万
六
千
。



　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
、
（
紙
屋
）

と
あ
る
よ
う
に
真
二
千
石
で
、
二
千
石
の
郡
太
守
よ
り
も
上
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
漢
書
巻
下
元
帝
紀
に

　
　
　
（
初
元
）
三
年
春
。
．
令
諸
侯
斜
位
十
徳
守
下
。

と
あ
る
よ
う
に
、
相
は
二
千
石
の
太
守
よ
り
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
続
百
官
志
五
に
よ
る
と
、
後
漢
代
の
相
は
二
千
石
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
置
酒
二
千
石
か
ら
二
千
石
に
減
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
王
国
の
丞
相
（
相
）
も
そ
の
位
田
は
時
代
と
共
に
下
げ
ら

れ
て
い
る
。
即
ち
王
国
の
勢
力
が
削
減
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
　
「
王
国
」

の
官
は
そ
の
構
成
・
権
限
を
縮
小
さ
れ
、
位
次
も
下
げ
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
察
は
、
先
に
推
測
し
た
第
二
期
の
相
の
権
限

喪
失
に
関
す
る
理
解
を
側
面
か
ら
支
え
る
所
が
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
漢
王
朝
が
中
央
集
権
の
実
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
王
国

に
対
ナ
る
干
渉
を
強
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
中
央
朝
廷
は
治
民

の
官
、
特
に
内
達
の
権
限
を
強
化
し
て
、
王
国
を
郡
と
同
質
の
地
方
行

政
機
構
と
し
だ
。
次
節
以
下
は
そ
の
点
を
と
り
あ
げ
る
。

　
　
四
三
二
期
の
王
国
の
官
制

　
　
　
　
　
　
　
一
漢
租
界
の
検
討
一

　
王
国
の
内
更
の
権
限
の
推
移
を
見
る
た
め
第
二
期
の
王
国
の
官
制
に

若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

　
百
官
公
卿
表
・
続
百
官
志
野
の
ほ
か
に
、
第
こ
期
の
王
国
の
官
制
を

理
解
ナ
る
た
め
の
絶
好
の
史
料
が
あ
る
。
漢
旧
儀
巻
下
の
次
の
記
事
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
　
ω
帝
子
為
王
。
王
国
置
太
傅
・
相
・
中
尉
各
一
人
。
秩
二
千
石
。

　
　
以
輔
王
。
僕
一
人
。
秩
千
石
。
郎
中
置
。
秩
六
百
石
。
置
官
如
漢

　
　
官
。
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
高
調
除
陣
中
。
㈲
　
漢
都
内
史
一

　
　
人
。
秩
二
千
石
。
治
国
如
郡
太
守
・
都
尉
。
職
事
汗
除
吏
。
二
相
・

　
　
中
尉
。
⑥
傅
不
得
与
国
政
。
尊
王
而
已
。
当
有
為
誓
書
。
告
内
蓋
。

　
　
⑪
内
史
見
存
・
相
・
中
尉
礼
如
都
尉
太
守
。
⑭
相
学
長
史
。
中
尉

　
　
及
内
史
令
置
丞
一
人
（
案
令
当
作
各
）
。
皆
六
百
石
。
㈲
成
二
時
。

　
　
大
司
空
何
武
奏
。
罷
業
史
。
相
如
太
守
。
中
尉
如
都
尉
。
鳶
職
。

　
　
是
後
。
相
・
中
尉
争
心
。
与
王
逓
密
奏
。
常
不
和
。

と
こ
ろ
で
、
現
存
の
置
旧
讐
清
代
に
孫
読
響
永
楽
大
勇
か
ら
㈲

扶
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
伝
来
の
過
程
で
恐
ら
く
誤
字
・

脱
字
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
文
章
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
今
と
な
っ
て
は
完
全
に
読
解
で
き

な
い
箇
所
が
あ
る
。
本
節
で
は
で
き
る
限
り
他
の
史
料
を
援
用
し
て
右

の
記
事
を
読
み
、
王
国
の
官
制
を
考
察
す
る
が
、
疑
問
の
残
る
箇
所
は

そ
の
ま
ま
保
留
し
、
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

　
ま
ず
最
初
に
右
の
記
事
で
衛
宏
が
ど
の
時
期
の
王
国
の
官
制
を
と
り

あ
げ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
㈲
の
冒
頭
に
「
成
帝
時
」
と
あ

る
か
ら
、
⑳
は
成
帝
綬
和
元
年
の
改
革
以
後
の
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、

功
に
先
立
つ
淘
～
動
に
よ
っ
て
、
黒
和
元
年
の
改
革
以
前
の
官
制
で
、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

改
革
以
後
に
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
る
官
制
を
窺
う
こ
と
は
で
き
る
の
で

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
屋
〉

と
あ
る
よ
う
に
真
二
千
石
で
、
二
千
石
の
郡
太
守
よ

b
も
上
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
漢
書
巻
九
元
帝
紀

K

〈
初
元
〉
三
年
春
。
令
諸
侯
相
位
在
郡
守
下
。

と
あ
る
よ
う
に
、
相
は
二
千
石
の
太
守
よ

D
下
K
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
を
っ
た
。
続
百
官
志
五
に
よ
る
と
、
後
漢
代
の
相
は
二
千
石
で
あ

る
か
ら
、
と
の
時
真
二
千
石
か
ら
二
千
石
に
減
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
に
王
国
の
丞
相
(
相
)
も
そ
の
位
次
は
時
代
と
共
に
下
げ
ら

れ
て
い
る
。
即
ち
王
国
の
勢
力
が
削
減
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
「
王
国
」

の
官
は
そ
の
構
成
・
権
限
を
縮
小
さ
れ
、
位
次
も
下
げ
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
察
は
、
先
に
推
測
し
た
第
二
期
の
相
の
権
限

喪
失
虻
関
す
る
理
解
を
側
面
か
ら
支
え
る
所
が
あ
ろ
う
。

と
と
ろ
で
、
漢
王
朝
が
中
央
集
権
の
実
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
王
国

K
対
ナ
る
干
渉
を
強
〈
す
る
必
要
が
あ
る
U

そ
の
際
中
央
朝
廷
は
治
民

の
官
、
特
K
内
史
の
権
限
を
強
化
し
て
、
王
国
を
郡
と
同
質
の
地
方
行

政
機
構
と
し
た
。
次
節
以
下
は
そ
の
点
を
と

D
あ
げ
る
。

四

第

二

期

の

王

国

の

官

制

l
漢

旧

儀

の

検

討

l

王
国
の
内
史
の
権
限
の
推
移
を
見
る
た
め
第
二
期
の
王
国
の
官
制
に

若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

百
官
公
卿
表
・
続
百
官
志
五
の
ほ
か
に
、
第
二
期
の
王
国
の
官
制
を

理
解
ナ
る
た
め
り
絶
好
の
史
料
が
あ
る
。
漢
旧
儀
巻
下
の
次
の
記
事
が

そ
れ
で
あ
る
。

ω帝
子
為
王
。
王
国
置
太
停
・
相
・
中
尉
各
一
人
。
秩
二
千
石
。

以
輔
王
。
僕
一
人
。
秩
千
石
。
郎
中
令
。
秩
六
百
石
。
置
官
知
漢

官
。
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
白
調
除
国
中
。
倒
漢
置
内
史
一

人
。
秩
二
千
石
。
治
国
如
郡
太
守
・
都
尉
。
職
事
調
除
更
。
属
相
・

中
尉
。
ゆ
停
不
得
与
国
政
。
輔
王
而
己
。
当
有
為
移
書
。
告
内
史
。

ω内
史
見
侍
・
相
・
中
尉
礼
如
都
尉
太
守
。
ゆ
相
置
長
史
。
中
尉

及
内
史
令
置
丞
一
人
(
案
令
当
作
各
)
。
皆
六
百
石
。
倒
成
帝
時
。

大
司
空
何
武
奏
。
罷
内
史
。
相
如
太
守
。
中
尉
如
都
尉
。
参
職
。

是
後
。
相
・
中
尉
争
権
。
与
王
逓
相
奏
。
常
不
和
。

と
と
ろ
で
、
現
存
の
漢
旧
儀
は
清
代
に
孫
星
術
が
永
楽
大
典
等
か
ら

侠
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
伝
来
の
過
程
で
恐
ら
く
誤
字
・

脱
字
が
生
じ
て
い
る
と
と
も
、
ま
た
文
章

K
改
変
が
加
え
ら
れ
た
と
と

も
考
え
ら
れ
る
。
何
れ

K
し
で
も
、
今
と
左
つ
て
は
完
全

K
読
解
で
き

左
い
箇
所
が
あ
る
。
本
節
で
は
で
き
る
限

b
他
の
史
料
を
援
用
し
て
右

の
記
事
を
読
み
、
王
国
の
官
制
を
考
察
す
る
が
、
疑
問
の
残
る
箇
所
は

そ
の
ま
ま
保
留
し
、
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

ま
ず
最
初
に
右
の
記
事
で
衛
宏
が
ど
の
時
期
の
王
国
の
官
制
を
と

D

あ
げ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。

ωの
冒
頭

K
「
成
帝
時
」
と
あ

る
か
ら
、
仰
は
成
帝
緩
和
元
年
の
改
革
以
後
の
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、

川

W
K
先
立
つ

ωJ怖
に
よ
っ
て
、
緩
和
元
年
の
改
革
以
前
の
官
制
で
、

改
革
以
後

K
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
る
官
制
を
窺
う
と
と
は
で
き
る
の
で
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あ
る
が
、
㈲
～
㈲
に
は
改
革
以
後
だ
け
に
あ
る
官
制
に
つ
い
て
の
記
述

は
無
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
ω
～
⑯
は
一
括
し
て
思
惑
元
年
の
改
革
よ

り
前
、
即
ち
第
二
期
以
前
の
状
態
を
示
す
記
事
と
し
て
読
む
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
蓋
し
そ
れ
は
本
来
第
二
期
以
前
の
こ
と
を
記
す
も
の
と
し

て
記
述
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
第
一
期
目
第
二
期
の
ど
の
時

期
の
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
ω
、
㈲
～
⑭
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
王
国
の
二
千
石
は
太
傅
・
相
・
中
尉
と
県
史
と
で
あ
り
、
第
一
期
の

王
国
に
存
在
し
た
御
史
大
夫
以
下
の
諸
卿
に
関
す
る
言
及
は
全
く
な
い
。

②
、
第
一
期
の
中
央
任
命
の
官
は
大
望
・
丞
相
（
と
相
国
と
）
だ
け
で

あ
っ
た
撚
、
こ
こ
で
は
内
鞘
も
中
央
任
命
で
あ
る
。
③
、
㈹
∴
◎
に
太

守
・
都
尉
が
見
え
る
が
、
太
守
・
都
尉
は
景
只
中
二
年
以
後
（
ほ
ぼ
第

二
期
以
降
に
相
当
す
る
）
の
官
名
で
あ
る
。
以
上
の
三
点
か
ら
ω
～
㈲
　

は
第
一
期
の
記
事
で
は
な
く
、
第
二
期
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
更
に
、
先
に
見
た
如
く
、
武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）
ま

で
は
王
国
の
太
僕
は
二
千
石
で
あ
っ
た
が
、
ω
に
「
僕
一
人
。
秩
千
石
」

と
あ
る
か
ら
、
ω
～
㈲
は
第
二
期
の
中
で
も
武
帝
太
初
元
年
以
後
の
記

事
と
な
る
。
ま
た
、
ω
で
は
相
を
二
千
石
と
し
て
い
る
が
、
元
帝
初
元

三
年
（
前
四
六
）
ま
で
の
相
は
真
二
千
石
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
ω
～
㈲
で
述
べ
て
い
る
王
国
の
官
制
は
初
元
三
年
以
後
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
か
ら
断
面
が
ω
～
⑯
で
直
接
と
り
あ
げ
て

い
る
時
期
は
第
二
期
の
中
で
も
、
初
元
三
年
か
ら
鞍
和
元
年
の
改
革
ま

で
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
⑱
。
こ
こ
で
、
ω
～
⑯
を
も
う
一
度
こ
の
時

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

期
の
記
事
と
し
て
読
み
返
し
て
も
、
ま
た
百
官
公
卿
表
・
続
百
官
志
五

と
比
較
し
て
も
、
相
互
間
に
矛
盾
は
見
出
せ
な
い
。
以
上
で
漢
旧
儀
に

示
さ
れ
た
時
期
の
比
定
を
終
る
。
以
下
、
右
の
漢
旧
主
の
内
容
を
検
討

し
つ
つ
第
二
期
の
う
ち
初
元
三
年
～
愚
母
元
年
と
第
三
期
と
の
王
国
の

官
制
を
見
て
ゆ
く
。
ま
た
そ
の
間
に
初
元
三
年
以
前
の
第
二
期
の
王
国

の
官
制
に
も
ふ
れ
る
。

　
㈹
は
「
王
国
」
の
官
、
即
ち
太
傅
・
相
・
中
尉
・
僕
・
里
中
令
及
び

そ
れ
ち
の
属
官
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
⑲
。
太
傅
・
相
・
中
尉
の
任
務

と
し
て
「
以
下
王
」
と
あ
る
が
、
第
二
期
の
諸
侯
王
に
は
行
政
権
が
無

い
か
ら
、
　
「
輔
王
」
と
は
諸
侯
王
の
行
政
の
輔
佐
の
こ
と
で
は
な
く
、

諸
侯
王
の
輔
導
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
漢
書
巻
七
十
六
王
尊
伝
に
は
元

帝
代
の
こ
と
と
し
て
「
是
時
。
東
平
王
以
至
親
驕
奢
。
不
可
法
度
。
傅
・

相
連
坐
」
と
あ
り
、
漢
書
巻
七
十
三
章
玄
成
伝
に
は
宣
無
代
（
初
元
三

年
よ
り
前
）
の
こ
と
と
し
て

　
　
上
欲
感
風
（
団
扇
）
憲
王
。
輔
以
礼
譲
之
臣
。
乃
国
軍
玄
成
。
為

　
　
准
陽
中
尉
。
是
時
毒
中
就
国
。
玄
成
受
詔
。
与
太
子
太
傅
薫
望
之

　
　
及
五
経
諸
儒
。
雑
論
士
三
章
石
渠
閣
。

と
あ
る
。
更
に
漢
書
巻
四
十
七
梁
王
立
伝
に
は
、
’
第
三
期
の
こ
と
で
あ

る
が
、
　
「
傅
・
相
・
中
尉
。
皆
以
輔
正
々
職
」
と
あ
る
。
以
上
か
ら
、

第
二
期
～
第
三
期
の
相
・
中
尉
は
一
貫
し
て
太
傅
（
第
三
期
で
は
傅
と

言
う
）
と
共
に
諸
侯
王
の
輔
導
に
当
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

次
の
「
僕
一
人
ゆ
秩
千
石
。
郎
中
令
。
秩
六
百
石
」
で
あ
る
が
、
僕
が

（27）

あ
る
が
、

ωJ倒
K
は
改
革
以
後
だ
け
に
あ
る
官
制
に
つ
い
て
の
記
述

は
無
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら

ωJω
は
一
括
し
て
緩
和
元
年
の
改
革
ょ

b
前
、
即
ち
第
二
期
以
前
の
状
態
を
示
す
記
事
と
し
て
読
む
と
と
が
可

能
と
在
る
。
蓋
し
そ
れ
は
本
来
第
二
期
以
前
の
と
と
を
記
す
も
の
と
し

て
記
述
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
第
一
期
J

第
二
期
の
ど
の
時

期
の
こ
と

K
在
る
で
あ
ろ
う
か
。

ω、
ωー
ωで
と

b
あ
げ
ら
れ
て
い

る
王
国
の
二
千
石
は
太
侍
・
相
・
中
尉
と
内
史
と
で
あ

b
、
第
一
期
の

王
国

K
存
在
し
た
御
史
大
夫
以
下
の
諸
卿

K
関
す
る
言
及
は
全
く
左
い
。

ω、
第
一
期
の
中
央
任
命
の
官
は
大
停
・
丞
相
(
と
相
国
と
)
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
と
こ
で
は
内
史
も
中
央
任
命
で
あ
る
。

ω、
ゆ
・

ωK太

守
・
都
尉
が
見
え
る
が
、
太
守
・
都
尉
は
景
帝
中
二
年
以
後
(
ほ
ぼ
第

二
期
以
降

K
相
当
す
る
)
の
官
名
で
あ
る
。
以
上
の
三
点
か
ら

ωl倒

は
第
一
期
の
記
事
で
は
ま
く
、
第
二
期
の
ζ

と
を
記
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
更
に
、
先

K
見
た
如
く
、
武
帝
太
初
元
年
(
前
一

O
四
〉
ま

で
は
王
国
の
太
僕
は
二
千
石
で
あ
っ
た
が
、

ωk「
僕
一
人
。
秩
千
石
」

と
あ
る
か
ら
、
一

ωJ倒
は
第
二
期
の
中
で
も
武
帝
太
初
元
年
以
後
の
記

事
と
左
る
。
ま
た
、

ωで
は
相
を
二
千
石
と
し
て
い
る
が
、
元
帝
初
元

三
年
(
前
四
六
〉
ま
で
の
相
は
真
二
千
石
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら、

ωI倒
で
述
べ
て
い
る
王
国
の
官
制
は
初
元
三
年
以
後
の
も
の
で

あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
以
上
か
ら
衛
宏
が

ω1倒
で
直
接
と

b
あ
げ
て

い
る
時
期
は
第
二
期
の
中
で
も
、
初
元
三
年
か
ら
緩
和
元
年
の
改
革
ま

で
で
あ
る
と
と
が
窺
え
る
⑬
。
と
こ
で
、

ωJゆ
を
も
う
一
度
と
の
時

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
ハ
紙
屋
〉

期
の
記
事
と
し
て
読
み
返
し
て
も
、
ま
た
百
官
公
卿
表
・
続
百
{
呂
志
五

と
比
較
し
て
も
、
相
互
間

K
矛
盾
は
見
出
せ
左
い
。
以
上
で
演
旧
儀
に

示
さ
れ
た
時
期
の
比
定
を
終
る
。
以
下
、
右
の
漢
旧
儀
の
内
容
を
検
討

し
つ
つ
第
二
期
の
う
ち
初
元
三
年
J

緩
和
元
年
と
第
三
期
と
の
王
国
の

官
制
を
見
て
ゆ
く
。
ま
た
そ
の
聞
に
初
元
三
年
以
前
の
第
二
期
の
王
国

の
官
制
に
も
ふ
れ
る
山

ωは
「
王
国
」
の
官
、
即
ち
太
停
・
相
・
中
尉
・
僕
・
郎
中
令
及
び

そ
れ
ら
の
属
官

K
関
す
る
記
事
で
あ
る
⑬
。
太
樽
・
相
・
中
尉
の
任
務

と
し
て
「
以
輔
王
」
と
あ
る
が
、
第
二
期
の
諸
侯
王

K
は
行
政
権
が
無

い
か
ら
、
「
輔
王
」
と
は
諸
侯
王
の
行
政
の
輔
佐
の
こ
と
で
は
左
〈
、

諸
侯
王
の
輔
導
の
と
と
で
あ
る
。
さ
て
漢
書
巻
七
十
六
王
尊
伝

K
は
元

帝
代
の
ζ

と
と
し
て
「
是
時
。
東
平
王
以
至
親
橋
奪
。
不
奉
法
度
。
侍
・

相
連
坐
」
と
あ

b
、
漢
書
巻
七
十
三
章
玄
成
伝

K
は
宣
帝
代
(
初
元
三

年
よ

b
前
〉
の
と
と
と
し
て

上
欲
感
風
(
准
陽
〉
憲
王
。
輔
以
礼
譲
之
臣
。
乃
召
拝
玄
成
。
為

准
陽
中
尉
。
是
時
王
未
就
国
。
玄
成
受
詔
。
与
太
子
太
侍
粛
望
之

及
五
経
諸
儒
。
雑
論
同
異
於
石
渠
閣
。

と
あ
る
。
更
に
漢
書
巻
四
十
七
梁
王
立
伝
に
は
)
第
三
期
の
と
と
で
あ

る
が
、
「
停
・
相
・
中
尉
。
皆
以
輔
正
為
職
」
と
あ
る
。
以
上
か
ら
、

第
二
期
l
第
三
期
の
相
・
中
尉
は
一
貫
し
て
太
停
〈
第
三
期
で
は
停
と

言
う
)
と
共

K
諸
侯
王
の
輔
導
に
当
っ
て
い
た
と
と
が
確
認
さ
れ
る
。

次
の
「
僕
一
人
。
秩
千
石
。
郎
中
令
。
秩
六
百
石
」
で
あ
る
が
、
僕
が

(27) 



　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

武
帝
太
初
元
年
以
降
千
石
で
あ
っ
た
と
す
る
記
事
は
正
し
い
。
し
か
し

郎
中
事
は
百
官
公
卿
表
に
よ
る
と
、
初
元
三
年
以
後
も
千
石
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
郎
中
令
が
⊥
ハ
百
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
外
に
は
見
出

せ
な
い
。
蓋
し
「
郎
中
食
」
の
下
に
誤
り
か
脱
文
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
置
官
和
漢
官
。
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
瓦
下
。
自
調
除
国
中
」
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
　
「
置
官
如
漢
官
」
と
は
、
前
後
の
記
述
か
ら
見
て
、

太
傅
・
相
・
中
尉
・
僕
・
郎
中
産
の
下
に
は
属
官
が
あ
る
。
そ
の
属
官

を
含
め
た
太
傅
・
相
・
中
尉
・
僕
・
心
中
令
の
官
制
の
設
置
が
中
央
朝

廷
の
如
し
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
⑳
。
　
「
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。

自
調
除
国
中
」
は
「
王
国
」
の
官
の
下
級
吏
員
の
任
命
権
の
所
在
を
具

体
的
に
記
し
て
あ
り
、
　
「
王
国
」
の
官
の
う
ち
郎
官
・
大
夫
と
四
百
石

以
下
と
は
王
国
任
命
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
漢
書

巻
四
十
四
衡
山
王
賜
田
に
よ
る
と
、
武
帝
代
に
衡
山
王
に
不
法
行
為
が

多
か
っ
た
た
め
に

　
　
有
司
請
。
器
量
衡
山
王
。
上
不
許
。
為
置
吏
二
百
石
以
上
。

と
あ
り
、
そ
の
如
需
品
に

　
　
漢
儀
注
。
吏
四
百
石
以
下
。
自
除
卒
中
。

と
あ
る
⑳
。
衡
山
国
の
場
合
は
特
別
に
吏
二
百
石
以
上
を
朝
廷
が
任
命

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
王
国
で
は
当
然
四
百
石
以
下
の
「
王
国
」

の
官
吏
は
王
国
任
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
初
元
三

年
以
後
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
よ
っ
て
「
王
国
」
の
官
吏
の
う
ち

四
百
石
以
下
が
王
国
任
命
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
他
の
史
料
を
以
て
確
認

で
き
た
。
郎
官
は
続
百
官
五
五
に
「
畑
中
。
二
百
石
」
と
あ
っ
て
、
四

百
石
以
下
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
王
国
任
命
で
あ
っ
た
蓋
然
性

が
高
い
。
し
か
し
、
大
夫
は
続
百
官
志
五
に
よ
る
と
比
六
百
石
で
あ
り

四
百
石
以
下
で
は
な
い
。
漢
旧
儀
に
は
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
今
実
例
を
以
て
郎
官
・
大
夫
が
王
国
任
命
で
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
㈲
は
内
史
以
下
の
治
民
の
官
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
⑧
の
前

半
を
検
討
し
て
、
第
二
期
末
の
内
庫
が
事
実
上
太
守
・
都
尉
と
同
じ
職

’
務
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
る
⑫
。
史
記
巻
百
十
八
准
南
衡

量
列
伝
に
武
誌
代
の
こ
と
と
し
て

　
　
　
（
血
豆
）
王
都
発
国
恩
兵
。
平
温
相
二
千
石
不
毛
。
王
軍
師
馬
下

　
　
謀
。
先
殺
相
二
千
石
。
偽
失
火
宮
中
。
相
二
千
石
救
火
。
毛
書
殺

　
　
之
。
計
未
決
。
　
（
中
略
）
上
遣
廷
尉
監
。
因
拝
南
南
中
尉
㊧
。
逮

　
　
捕
（
准
南
）
太
子
。
至
潅
南
。
准
南
旧
聞
。
与
太
子
壷
。
煽
惑
二

　
　
千
石
。
古
本
而
発
兵
。
召
相
。
相
至
。
内
史
以
出
為
解
（
顔
師
古

　
　
日
。
不
応
召
。
而
云
巳
出
也
。
解
者
解
説
也
）
。
中
尉
日
。
客
受

　
　
詔
使
。
不
得
見
王
。
王
臣
独
里
子
。
岩
内
史
・
中
尉
不
来
。
無
益

　
　
也
。
即
罷
相
（
顔
師
嘉
日
。
罷
遣
出
去
）
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
乱
撃
土
器
が
十
七
史
商
学
巻
十
五
郡

国
兵
権
の
項
で
「
卜
辞
知
諸
侯
王
国
中
兵
権
。
富
津
内
史
・
中
尉
兼
掌

之
。
宰
相
牽
制
。
三
者
有
一
不
肯
。
即
不
能
発
兵
」
と
し
ズ
い
る
⑳
よ

う
に
、
繋
駕
代
に
は
王
国
の
軍
事
権
は
相
・
中
尉
・
内
史
が
分
担
し
て

（28）

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
屋
〉

武
帝
太
初
元
年
以
降
千
石
で
あ
っ
た
と
す
る
記
事
は
正
し
い
。
し
か
し

郎
中
令
は
百
官
公
卿
表

K
よ
る
と
、
初
元
三
年
以
後
も
千
石
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
郎
中
令
が
六
百
石
で
あ
っ
た
と
と
を
示
す
史
料
は
外

K
は
見
出

せ
ま
い
。
蓋
し
「
郎
中
令
」
の
下
に
誤

b
か
脱
文
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
置
官
知
漢
官
。
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
自
調
除
国
中
」

K

つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
置
官
如
漢
官
」
と
は
、
前
後
の
記
述
か
ら
見
て
、

太
停
・
相
・
中
尉
・
僕
・
郎
中
令
の
下
に
は
属
官
が
あ
る
。
そ
の
属
官

を
含
め
た
太
停
・
相
・
中
尉
・
僕
・
郎
中
令
の
官
制
の
設
置
が
中
央
朝

廷
の
如
し
、
と
い
う
と
と
に
在
ろ
う
@
。
「
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。

自
調
除
国
中
」
は
「
王
国
」
の
官
の
下
級
吏
員
の
任
命
権
の
所
在
を
具

体
的
K
-記
し
て
あ

b
、
「
王
国
」
の
宮
の
う
ち
郎
官
・
大
夫
と
四
百
石

以
下
と
は
王
国
任
命
で
あ
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。
と
と
ろ
で
漢
書

巻
四
十
四
衡
山
王
賜
伝
に
よ
る
と
、
武
帝
代

K
衡
山
王

K
不
法
行
為
が

多
か
っ
た
た
め

K

有
司
請
。
逮
治
衡
山
王
。
上
不
許
。
為
置
吏
二
百
石
以
上
。

と
あ

D
、
そ
の
如
淳
注
陀

漢
儀
注
。
吏
四
百
石
以
下
。
自
除
国
中
。

と
あ
る
@
。
衡
山
国
の
場
合
は
特
別

K
克
二
百
石
以
上
を
朝
廷
が
任
命

し
た
り
で
あ
る
か
ら
、
他
の
王
国
で
は
当
然
四
百
石
以
下
の
「
王
国
」

の
官
吏
は
王
国
任
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
初
元
三

年
以
後
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
よ
っ
て
「
王
国
」
の
官
吏
の
う
ち

四
百
石
以
下
が
王
国
任
命
で
あ
っ
た
ζ

と
は
、
他
の
史
料
を
以
て
確
認

で
き
た
。
郎
官
は
続
百
官
志
五
に
「
郎
中
。
二
百
石
」
と
あ
ヲ
て
、
四

百
石
以
下
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
王
国
任
命
で
あ
っ
た
蓋
然
性

が
高
い
。
し
か
し
、
大
夫
は
続
百
官
志
五

K
よ
る
と
比
六
百
石
で
あ

b

四
百
石
以
下
で
は
左
い
。
漢
旧
儀

K
は
そ
れ
ま

D
の
根
拠
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
今
実
例
を
以
て
郎
官
・
大
夫
が
王
国
任
命
で
あ
っ
た
と
と

を
確
認
す
る
と
と
は
で
き
左
い
。

仰
は
内
史
以
下
の
治
民
の
{
自
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
国
仰
の
前

半
を
検
討
し
て
、
第
二
期
末
の
内
史
が
事
実
上
太
守
・
都
尉
と
同
じ
職

'
務
を
持
つ
に
至
っ
た
と
と
を
と

b
あ
げ
る
⑫
。
史
記
巻
百
十
八
椎
南
衡

山
列
伝

K
武
帝
代
の
と
と
と
し
て

(
准
南
)
王
欲
発
国
中
兵
。
恐
其
相
二
千
石
不
聴
。
王
乃
与
伍
被

謀
。
先
殺
相
二
千
石
。
偽
失
火
宮
中
。
相
二
千
石
救
火
。
至
即
殺

之
。
計
未
決
。
(
中
略
〉
上
遣
廷
尉
監
。
因
拝
准
南
中
尉
@
。
逮

捕
(
准
南
)
太
子
。
至
准
南
。
准
南
王
開
。
与
太
子
謀
。
召
相
二

千
石
。
欲
殺
市
発
兵
。
召
相
。
相
至
。
内
史
以
出
為
解
(
顔
師
古

田
。
不
応
召
。
市
云
己
出
也
。
解
者
解
説
也
)
。
中
尉
目
。
臣
受

詔
使
。
不
得
見
王
。
王
念
独
殺
相
。
市
内
史
・
中
尉
不
来
。
無
益

也
。
即
罷
相
(
顔
師
古
田
。
罷
遣
出
去
〉
。

と
あ
る
。
と
の
記
事
に
よ
っ
て
、
王
鳴
盛
氏
が
十
七
史
商
権
巻
十
五
郡

国
兵
権
の
項
で
「
観
此
知
諸
侯
王
国
中
兵
権
。
相
与
内
史
・
中
尉
兼
掌

之
。
互
相
牽
制
。
三
者
有
一
不
肯
。
即
不
能
発
兵
」
と
し
て
い
る
⑮
よ

5
K
、
武
帝
代

K
は
王
国
の
軍
事
権
は
相
・
中
尉
・
内
史
が
分
担
し
て
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y

掌
っ
て
論
り
、
中
尉
の
専
管
事
項
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
漢
書
巻
五

十
三
長
沙
王
伝
に
よ
る
と
、
宣
帯
代
に
事
に
よ
っ
て
長
沙
国
の
中
尉
が

省
か
れ
た
が
、
長
沙
国
に
は
依
然
と
し
て
軍
兵
が
い
た
。
こ
れ
は
平
な

ぐ
と
も
宣
豪
貴
に
は
、
王
国
の
軍
事
は
中
尉
が
い
な
く
て
も
と
に
か
く

動
い
て
い
た
こ
と
を
窺
知
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
相
・
内

史
の
い
ず
れ
か
の
軍
事
権
が
増
大
し
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
今
こ
の

点
を
、
定
温
綬
和
元
年
の
改
革
の
直
前
に
焦
点
を
あ
て
て
見
て
い
こ
う
。

漢
旧
儀
の
㈲
に
は
「
成
二
時
。
大
司
空
何
武
篇
。
罷
内
史
。
相
如
太
守
。

中
尉
如
都
尉
」
と
あ
り
、
百
官
公
卿
表
に
は
「
鼻
骨
繧
和
元
年
。
省
内

史
。
更
丁
令
治
民
。
思
想
太
守
。
中
尉
如
郡
都
尉
」
と
あ
る
。
緩
和
元

　
バ年
の
改
革
は
漢
書
巻
八
十
六
何
武
伝
に

　
　
影
青
（
何
用
）
与
丞
相
（
箆
）
方
円
愛
撫
言
。
往
者
。
諸
侯
王
断

　
　
獄
。
治
政
。
内
史
典
重
事
。
黒
総
綱
紀
。
輔
王
。
中
尉
備
盗
賊
。

　
　
今
王
不
断
獄
芸
評
。
中
尉
官
驕
。
職
井
内
史
。
郡
国
守
。
相
委
任
。

　
・
所
以
壱
統
信
安
百
姓
也
。
今
内
史
位
卑
而
権
重
。
同
職
相
瞼
。
不

　
窟　
　
統
尊
者
。
難
以
為
治
。
臣
事
。
相
国
太
守
。
内
史
如
都
尉
。
以
順

　
　
尊
卑
之
序
。
平
軽
重
之
権
。
制
日
可
。
以
内
史
為
中
尉
。

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
そ
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、

「
往
者
」
以
下
は
第
一
期
の
こ
と
で
、
　
「
今
王
不
断
留
出
政
」
以
下
が

成
層
代
の
王
国
の
官
制
の
実
態
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
右
に
「
中
尉
官
罷
。

職
井
内
吏
」
と
あ
る
。
鎌
田
氏
は
、
実
際
に
中
尉
が
廃
止
さ
れ
た
の
で

は
な
ぐ
、
内
史
の
権
限
が
強
く
な
り
中
尉
の
職
を
も
併
合
す
る
よ
う
な

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
、
と
し
て
い
る
⑳
が
、
内
義
が
廃
止
さ
れ

る
黒
和
元
年
の
前
年
に
、
定
跡
国
に
は
中
尉
が
存
在
し
て
い
た
⑳
の
で

あ
る
か
ら
、
鎌
田
氏
の
解
釈
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
何
平
等

は
、
事
実
上
中
尉
の
権
限
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
内
史
を
都
尉
の
如
く

相
を
太
守
の
如
く
せ
よ
と
上
奏
し
た
の
で
あ
る
が
、
成
帝
は
内
史
を
廃

止
し
て
中
尉
を
都
尉
の
如
く
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
緩
和
元

年
に
内
史
を
廃
止
し
た
結
果
、
相
が
太
守
と
同
じ
職
務
を
、
中
尉
が
都

尉
と
同
じ
職
務
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
右
の
三

史
料
何
れ
に
も
見
え
、
誤
り
無
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

腰
和
元
年
の
改
革
直
前
の
内
史
は
（
治
民
の
官
と
し
て
）
太
守
と
、
（
軍

事
権
の
管
掌
者
と
し
て
）
都
尉
と
ほ
ぼ
同
じ
職
務
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
㈹
に
内
紫
の
職
務
と
し
て
「
治
国
如
郡
太
守
・
都
尉
」

と
あ
る
の
は
、
第
二
期
末
に
内
開
が
事
実
上
郡
の
太
守
と
都
尉
と
の
職

務
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
㈹
の
後
半
と
⑥
∵
ω
と
は
難
解
で
あ
る
。
ま
ず
読
解
し
に
く

い
の
は
⑬
・
⑥
に
ま
た
が
る
「
職
事
調
除
吏
属
相
中
謹
書
不
得
与
国
政
」

で
あ
る
。
こ
れ
を
完
全
な
文
章
と
み
る
と
、
　
「
職
事
調
除
。
吏
属
相
飢

中
尉
。
傅
不
得
与
国
政
」
⑳
、
　
「
職
事
調
製
吏
属
。
相
・
中
尉
ポ
傅
不

得
与
国
政
」
⑱
、
　
「
職
事
調
除
吏
。
属
相
・
中
尉
。
傅
不
得
与
国
政
」
⑳

の
三
通
り
の
読
み
方
が
あ
り
ャ
ま
た
「
職
事
調
早
旦
属
。
相
・
中
尉
。

傅
不
得
与
国
政
」
と
し
て
、
　
「
相
・
中
尉
」
の
述
語
が
脱
落
し
て
い
る

と
も
読
め
る
。
現
段
階
で
は
ど
の
読
み
方
が
良
い
の
か
、
に
わ
か
、
に
は

（29）

掌
っ
て

h
v
b、
中
尉
の
専
管
事
項
で
は
左
か
っ
た
。
ま
た
、
漢
書
巻
五

十
三
長
沙
王
伝
に
よ
る
と
、
宣
帝
代

K
事
に
よ
っ
て
長
沙
国
の
中
尉
が

省
か
れ
た
が
、
長
沙
国
に
は
依
然
と
し
て
軍
兵
が
い
た
。
と
れ
は
少
左

ぐ
と
も
宣
帝
代

K
は
、
王
国
の
軍
事
は
中
尉
が
い
な
く
て
も
と
陀
か
く

動
い
て
い
た
こ
と
を
窺
知
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
相
・
内

史
の
い
ず
れ
か
の
軍
事
権
が
増
大
し
た
と
と
を
予
測
さ
せ
る
。
今
と
の

点
を
、
成
帝
緩
和
元
年
の
改
革
の
直
前

K
焦
点
を
あ
て
て
見
て
い

ζ
5
0

漢
旧
儀
の
倒
K
は
「
成
帝
時
。
大
司
空
何
武
奏
。
罷
内
史
。
相
如
太
守
。

中
尉
如
都
尉
」
と
あ

b
、
百
官
公
卿
表

K
は
「
成
帝
緩
和
元
年
。
省
内

史
。
更
令
相
治
民
。
如
郡
太
守
。
中
尉
如
郡
都
尉
」
と
あ
る
。
緩
和
元

年
の
改
革
は
漢
書
巻
八
十
六
何
武
伝
に

司
空
(
何
武
)
与
丞
相
(
翠
〉
方
進
共
奏
一
t

一
口
。
往
者
。
諸
侯
王
断

獄
。
治
政
。
内
史
典
獄
事
。
相
総
綱
紀
。
輔
王
。
中
尉
備
盗
賊
。

今
王
不
断
獄
与
政
。
中
尉
官
鰐
o

職
井
内
史
。
郡
国
守
・
相
委
任
。

人
所
以
壱
統
信
安
百
姓
也
。
今
内
史
位
卑
而
権
重
。
威
職
相
除
。
不

統
尊
者
。
難
以
為
治
。
臣
請
。
相
知
太
守
。
内
史
如
都
尉
。
以
順

尊
卑
之
序
。
平
軽
重
之
権
。
制
日
可
。
以
内
史
為
中
尉
。

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
そ
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
の
う
ち
、

「
往
者
」
以
下
は
第
一
期
の
と
と
で
、
「
今
王
不
断
獄
与
政
」
以
下
が

成
持
代
の
王
国
の
官
制
の
実
態
で
あ
る
。
と
ζ

ろ
で
右

K
「
中
尉
官
罷
。

職
井
内
史
」
と
あ
る
。
鎌
田
氏
は
、
実
際

K
中
尉
が
廃
止
さ
れ
た
の
で

は
左
〈
、
内
史
の
権
限
が
強
く
左

b
中
尉
の
職
を
も
併
合
す
る
よ
う
在

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
屋
)

状
態
に
あ
っ
た
と
と
を
言
う
、
と
し
て
い
る
③
が
、
内
史
が
廃
止
さ
れ

る
緩
和
元
年
の
前
年

K
、
定
陶
国

K
は
中
尉
が
存
在
し
て
い
た

ωの
で

あ
る
か
ら
、
鎌
田
氏
の
解
釈
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
何
武
等

は
、
事
実
上
中
尉
の
権
限
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
内
史
を
都
尉
O
如
〈

相
を
太
守
の
如
く
せ
よ
と
上
奏
し
た
の
で
あ
る
が
、
成
帝
は
内
史
を
廃

止
し
て
中
尉
を
都
尉
の
如
く
し
た
。
と
と
で
注
目
す
べ
き
は
、
緩
和
元

年
に
内
史
を
廃
止
し
た
結
果
、
相
が
太
守
と
同
じ
職
務
を
、
中
尉
が
都

尉
と
同
じ
職
務
を
持
っ
と
と
に
左
っ
た
と
と
で
あ
る
。
と
れ
は
宿
の
三

史
料
何
れ

K
も
見
え
、
誤

b
無
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

絵
和
元
年
の
改
革
直
前
の
内
史
は
(
治
民
の
官
と
し
て
)
太
守
と
、
(
軍

事
権
の
管
掌
者
と
し
て
)
都
尉
と
ほ
ぼ
同
じ
職
務
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
的。，“

た
と
と

K
左
る
。
川
仰
に
内
史
の
職
務
と
し
て
「
治
国
如
郡
太
守
・
都
尉
」
(

と
あ
る
の
は
、
第
二
期
末
K
内
史
が
事
実
上
郡
の
太
守
と
都
尉
と
の
職

務
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
と
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
仰
の
後
半
と
ゆ
・

ωと
は
難
解
で
あ
る
。
ま
ず
読
解
し

K
〈

い
の
は
倒
・

ωKま
た
が
る
「
職
事
調
除
吏
属
相
中
尉
停
不
得
与
国
政
」

で
あ
る
。
と
れ
を
完
全
左
文
章
と
み
る
と
、
「
職
事
調
除
。
更
属
相
・

中
尉
。
停
不
得
与
国
政
」
⑫
、
「
職
事
調
除
吏
属
。
相
・
中
尉
・
停
不

得
与
国
政
」
⑧
、
「
職
事
調
除
更
。
属
相
・
中
尉
。
停
不
得
与
国
政
」
@

の
三
通

b
の
読
み
方
が
あ

b
可
ま
た
「
職
事
調
除
吏
属
。
相
・
中
尉
。

惇
不
得
与
国
政
」
と
し
て
、
「
相
・
中
尉
」
の
述
語
が
脱
落
し
て
い
る

と
も
読
め
る
。
現
段
階
で
は
ど
の
読
み
方
が
良
い
の
か
、
陀
わ
か
、
に
は



　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

決
定
し
難
い
。
第
二
節
と
本
節
の
冒
頭
と
で
は
問
題
の
少
な
い
三
番
目
・

の
読
み
方
に
｝
応
従
つ
だ
。
読
み
方
に
よ
っ
て
内
容
が
か
な
り
変
っ
て

来
る
が
、
し
か
し
ど
の
読
み
方
に
従
っ
て
も
、
今
ま
で
見
て
来
た
こ
と

に
つ
い
て
は
結
論
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
。

　
今
ま
で
ふ
れ
な
か
っ
た
点
の
う
ち
、
ど
の
読
み
方
に
従
っ
て
も
内
容

に
変
化
の
無
い
部
分
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
第
一
は
「
職
事
調
除
」
、
［
職

事
忌
明
吏
属
」
、
　
「
職
事
調
除
吏
」
の
部
分
で
、
何
れ
も
内
史
が
属
官

を
任
命
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
例
を
求
め
る
と
、
漢
書
巻

五
十
三
広
川
王
去
伝
に

　
　
初
去
年
十
四
五
。
事
師
受
易
。
博
愛
諫
正
去
。
去
早
大
逐
之
（
師

　
　
古
日
。
益
大
饗
年
漸
長
大
也
）
。
内
曇
請
以
雷
撃
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
武
帝
末
か
ら
山
型
代
の
こ
と
（
初
元
三
年
よ
り

前
）
で
第
二
期
に
属
す
る
。
広
川
野
史
は
広
川
無
筆
を
し
ば
し
ば
諫
め

た
た
め
に
放
逐
さ
れ
た
王
師
を
橡
（
百
石
）
に
し
て
い
る
。
　
（
こ
こ
に

　
「
請
」
と
あ
る
の
は
、
　
一
旦
王
に
放
逐
さ
れ
た
王
師
を
内
曇
橡
に
す
る

た
め
に
王
の
思
惑
を
は
ば
か
っ
、
て
了
解
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
）
。
巨

視
的
に
見
れ
ば
、
第
二
期
の
内
史
は
徐
々
に
権
限
を
強
め
て
い
た
か
ら
、

初
元
三
年
以
後
も
内
史
は
ひ
き
続
き
そ
の
属
官
を
任
命
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
史
記
巻
百
二
十
汲
鄭
列
伝
の
如
淳
注
に

　
　
律
。
太
守
・
都
尉
・
諸
侯
内
史
。
史
各
一
人
。
卒
史
・
書
佐
各
州

　
　
入
。

，
．
と
あ
り
、
太
守
・
都
尉
と
内
史
と
の
下
に
は
史
・
卒
史
・
黒
黒
が
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
周
知
の
如
く
、
太
守
・
都
尉
は
百
石
以
下
の
属
官
の

任
命
権
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
史
・
野
史
・
書
佐
は
百
石
で
、
太
守

都
尉
に
任
命
権
が
あ
る
下
級
吏
員
で
あ
る
。
蓋
し
内
乱
も
史
・
卒
史
・

三
佐
を
任
命
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
㈲
に
も
「
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
自
調
除
国
中
」
と

い
う
王
国
内
で
の
官
吏
任
用
の
記
事
が
あ
っ
た
。
激
発
盛
、
鎌
田
両
氏

は
落
筆
の
漢
儀
注
「
吏
四
百
石
以
下
。
自
除
国
中
」
に
よ
っ
て
四
百
石

以
下
二
百
石
以
上
の
小
県
の
県
長
・
県
丞
・
県
尉
を
も
王
国
任
命
と
し

て
い
る
⑳
。
し
か
し
右
の
両
記
事
は
「
王
国
」
の
官
の
任
用
規
定
で
あ

り
、
県
長
・
県
丞
・
県
尉
は
治
民
の
官
で
あ
る
。
王
国
の
官
が
「
王
国
」

の
官
と
治
民
の
官
と
に
区
別
さ
れ
、
し
か
も
同
じ
漢
窯
儀
に
両
者
の
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佃

級
吏
員
の
任
命
の
記
事
が
区
別
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

王
、
鎌
田
両
氏
の
説
に
は
に
わ
か
に
従
い
難
い
。
　
「
王
国
」
の
官
と
治

民
の
官
と
で
は
、
そ
の
下
級
吏
員
の
任
命
は
自
ら
別
の
原
則
が
支
配
し

て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
内
史
と
同
様
な
職
務
を
持
つ
太
守
・
都
尉

の
人
事
権
は
百
石
以
下
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
内
史
も
同
様
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
。
前
壁
の
漢
律
が
百
石
以
下
の
史
・
戦
史
・
書
佐
だ

け
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
と
相
応
ず
る
で
あ
ろ
う
。

　
内
容
に
変
化
が
無
い
部
分
の
第
二
は
「
傅
不
単
身
国
政
」
で
あ
る
。

「
不
得
与
国
政
」
の
主
語
に
は
必
ず
「
傅
」
が
入
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
以
下
が
⑥
で
、
太
傅
の
職
務
の
記
事
で
あ
る
。
太
傅
が
諸
侯
王
の
輔

導
に
当
る
だ
け
で
、
国
政
に
関
与
で
き
な
か
っ
六
こ
と
は
、
史
記
・
漢

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
屋
〉

決
定
し
難
い
。
第
二
節
と
本
節
の
冒
頭
と
で
は
問
題
の
少
左
い
三
番
目

の
読
み
方
K
一
応
従
っ
た
。
読
み
方

K
よ
っ
て
内
容
が
か
左

b
変
っ
て

来
る
が
、
し
か
し
ど
の
読
み
方
K
従
フ
て
も
、
今
ま
で
見
て
来
た
と
と

に
つ
い
て
は
結
論
が
左
右
さ
れ
る
と
と
は
無
い
。

今
ま
で
ふ
れ
在
か
っ
た
点
の
う
ち
、
ど
の
読
み
方
陀
従
ジ
て
も
内
容

K
変
化
の
無
い
部
分
が
ニ
ヲ
あ
る
。
そ
の
第
一
は
「
職
事
調
除
、
「
職

事
調
除
吏
属
」
、
「
職
事
調
除
吏
」
の
部
分
で
、
何
れ
も
内
史
が
属
官

を
任
命
し
て
い
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。
実
例
を
求
め
る
と
、
漢
書
巻

五
十
三
広
川
王
去
伝
K

初
去
年
十
四
五
。
事
師
受
易
。
師
数
諌
正
去
。
去
益
大
逐
之
(
師

古
日
。
益
大
謂
年
漸
長
大
也
〉
。
内
史
請
以
為
縁
。

と
島
る
。
乙
の
記
事
は
武
帝
末
か
ら
昭
帝
代
の
こ
と
(
初
元
三
年
よ

b

前
〉
で
第
二
期
に
属
す
る
。
広
川
内
史
は
広
川
王
去
を
し
ば
し
ば
諌
め

た
た
め
に
放
逐
さ
れ
た
王
師
を
擦
(
百
石
)
に
し
て
い
る
。
(
こ
こ
に

「
請
」
と
あ
る
の
は
、
一
旦
王

K
放
逐
さ
れ
た
王
師
を
内
史
換
に
す
る

た
め
に
王
の
思
惑
を
は
ば
か
ヲ
て
了
解
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
)
。
巨

視
的
に
見
れ
ば
、
第
二
期
の
内
史
は
徐
々
に
権
限
を
強
め
て
い
た
か
ら
、

初
元
三
年
以
後
も
内
史
は
ひ
き
続
き
そ
の
属
官
を
任
命
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
花
、
史
記
巻
百
二
十
汲
鄭
列
伝
の
如
淳
注
に

律
。
太
守
・
都
尉
・
諸
侯
内
史
。
史
各
一
人
。
卒
史
・
書
佐
各
十

人。

と
あ

D
、
太
守
・
都
尉
と
内
史
と
の
下

K
は
史
・
卒
史
・
書
佐
が
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
周
知
の
如
く
、
太
守
・
都
尉
は
百
石
以
下
の
属
官
の

任
命
権
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
史
・
卒
史
・
書
佐
は
百
石
で
、
太
守

都
尉

K
任
命
権
が
あ
る
下
級
吏
員
で
あ
る
。
蓋
し
内
史
も
史
・
卒
史
・

書
佐
を
任
命
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
ζ

ろ
で

ωKも
「
官
吏
郎
大
夫
四
百
石
以
下
。
自
調
除
国
中
」
と

い
う
王
国
内
で
の
官
吏
任
用
の
記
事
が
あ
っ
た
。
王
鳴
盛
、
鎌
田
両
氏

は
前
引
の
漢
儀
注
「
吏
四
百
石
以
下
。
自
除
国
中
」

K
よ
ヲ
て
四
百
石

以
下
二
百
石
以
上
の
小
県
の
県
長
・
県
丞
・
県
尉
を
も
王
国
任
命
と
し

て
い
る
⑩
。
し
か
し
右
の
両
記
事
は
「
王
国
」
の
官
の
任
用
規
定
で
あ

b
、
県
長
・
県
丞
・
県
尉
は
治
民
の
官
で
あ
る
。
王
国
の
官
が
「
王
国
」

の
宮
と
治
民
の
官
と
に
区
別
さ
れ
、
し
か
も
同
じ
漢
旧
儀

K
両
者
の
下

級
吏
員
の
任
命
の
記
事
が
区
別
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

玉
、
鎌
田
両
氏
の
説
に
は
に
わ
か
に
従
い
難
い
。
「
王
国
」
の
官
と
治

民
の
官
と
で
は
、
そ
の
下
級
吏
員
の
任
命
は
自
ら
別
の
原
則
が
支
配
し

て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
内
史
と
同
様
在
職
務
を
持
ヲ
太
守
・
都
尉

の
人
事
権
は
百
石
以
下
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
内
史
も
同
様
で
は
左

か
っ
た
か
と
思
う
。
前
引
の
漢
律
が
百
石
以
下
の
史
・
卒
史
・
書
佐
だ

け
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
そ
の

ζ

と
と
相
応
ず
る
で
あ
ろ
う
。

内
容
陀
変
化
が
無
い
部
分
の
第
二
は
「
停
不
得
与
国
政
」
で
あ
る
。

「
不
得
与
国
政
」
の
主
語

K
は
必
ず
「
停
」
が
入
る
か
ら
で
あ
る
。
と

れ
以
下
が

ωで
、
太
停
の
職
務
の
記
事
で
あ
る
。
太
侍
が
諸
侯
王
の
輔

導
に
当
る
だ
け
で
、
国
政

K
関
与
で
き
左
か
っ
犬
と
と
は
、
史
記
・
漢

(30) 



書
の
あ
ら
ゆ
る
記
事
に
照
し
て
も
問
題
無
い
。
そ
の
た
め
太
傅
が
王
国

の
行
政
に
関
し
て
何
か
意
見
が
あ
れ
ば
、
治
民
の
官
の
内
廓
に
移
書
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
…
も
難
解
で
あ
る
。
王
国
内
で
の
権
限
問
題
は
姑
く
措
い
て
、
格
式

を
比
較
す
る
と
、
前
面
の
漢
書
至
福
伝
に
「
今
内
観
位
卑
而
権
重
」
と

あ
る
か
ら
、
第
二
期
の
内
史
は
石
心
∵
相
・
中
尉
よ
り
も
一
段
下
に
格

付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
郡
で
は
明
ら
か
に
太
守
が
都
尉
よ
り

格
式
は
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ω
は
「
都
尉
」
と
「
太
守
」
の

間
に
「
見
ト
を
．
補
い
、
　
「
内
史
が
（
太
）
傅
・
相
・
中
尉
に
見
え
る
時

の
礼
は
、
都
尉
が
太
守
に
見
え
る
時
の
礼
の
如
し
」
と
読
む
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
断
定
は
避
け
て
論
く
。

　
㈲
は
相
と
中
尉
・
内
鼠
と
に
次
官
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
長
史
と
丞
と
が

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
漢
書
巻
八
十
一
馬
宮
伝
を
見
る
と

　
　
馬
宮
。
字
游
卿
。
東
海
戚
人
也
。
治
春
秋
厳
氏
。
誤
射
策
甲
科
。

　
　
為
郎
。
遷
楚
長
野
。
免
官
後
。
為
丞
相
史
。
司
直
師
丹
薦
宮
詣
能

　
　
高
潔
。

と
あ
り
、
馬
宮
は
楚
（
相
）
長
史
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
漢
書

巻
八
十
六
師
丹
伝
を
見
る
と
、
師
丹
は
丞
相
司
直
か
ら
少
府
に
徒
っ
て

い
る
が
、
師
丹
が
少
府
に
な
っ
た
の
は
永
始
三
年
（
前
一
四
）
で
あ
る

（
百
官
公
卿
表
襟
）
か
ら
、
馬
宮
が
楚
相
論
史
に
な
っ
た
の
は
永
始
三

年
以
前
の
こ
と
で
、
第
二
期
に
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

少
な
く
と
も
第
二
期
の
相
長
史
に
つ
い
て
は
実
例
を
以
て
正
し
い
と
言

　
晶
剛
描
広
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

え
る
。
さ
て
、
第
二
期
の
相
の
下
に
相
長
虫
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
明

証
は
無
い
が
、
中
尉
の
次
官
と
し
て
丞
が
あ
り
、
内
隠
に
も
丞
が
あ
っ

た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
楚
相
槍
暴
馬
宮
は
明
ら
か

に
中
央
任
命
で
あ
る
。
中
尉
丞
・
内
史
丞
も
亦
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
は
成
帝
鞍
和
元
年
の
王
国
の
官
制
の
改
革
及
び
第
三
期
の
王
国
の

官
制
の
状
態
を
述
べ
て
い
る
⑳
。
点
心
元
年
の
改
革
に
関
す
る
記
事
及

び
そ
の
改
革
の
契
機
に
な
っ
た
何
上
等
の
上
奏
に
つ
い
て
は
㈲
を
検
討

す
る
際
に
ふ
れ
た
。
次
の
「
参
職
」
は
建
玉
面
詰
に
「
参
。
分
也
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
男

あ
る
か
ら
、
　
「
職
を
参
つ
」
と
読
み
、
太
守
・
都
尉
の
職
務
を
あ
わ
せ

持
っ
て
い
た
内
史
を
廃
止
し
た
際
に
、
そ
の
職
務
を
相
・
中
尉
に
わ
け

た
、
と
理
解
で
き
る
。
　
「
直
後
」
以
下
は
、
従
来
内
史
一
人
に
属
し
て

い
た
職
務
を
分
け
た
結
果
、
相
・
中
尉
の
間
で
権
限
争
い
が
起
こ
り
、

両
者
と
も
諸
侯
王
の
た
め
に
上
奏
し
て
親
和
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
以
上
、
漢
旧
儀
の
検
討
を
通
じ
て
、
第
二
期
の
王
国
の
官
制
に
考
察

を
加
え
た
が
、
論
旨
が
多
岐
に
亘
っ
た
の
で
、
今
そ
の
要
旨
を
箇
条
書

き
に
し
て
誇
く
。

L
　
岩
渕
儀
の
ω
～
㈲
は
直
接
に
は
第
二
期
の
初
元
三
年
以
後
の
王
国

　
の
官
制
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
を
通
じ
て
第
二
期
全
体
の
王

　
国
の
官
制
を
窺
え
る
。
㈲
は
第
三
期
の
記
事
で
あ
る
。

z
　
「
王
国
」
の
官
の
う
ち
、
二
千
石
の
相
・
中
尉
は
太
傅
と
共
に
諸

　
侯
王
の
輔
導
に
当
っ
て
い
た
。

（31）

書
の
あ
ら
ゆ
る
記
事

K
照
し
で
も
問
題
無
い
。
そ
の
た
め
太
停
が
王
国

の
行
政

K
関
し
て
何
か
意
見
が
あ
れ
ば
、
治
民
の
官
の
内
史

K
移
書
せ

ざ
る
を
得
左
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ωも
難
解
で
あ
る
。
王
圏
内
で
の
権
限
問
題
は
姑
〈
措
い
て
、
格
式

を
比
較
す
る
と
、
前
引
の
漢
書
何
武
伝
陀
「
今
内
史
位
卑
而
権
重
」
と

あ
る
か
ら
、
第
二
期
の
内
史
は
太
停
・
相
・
中
尉
よ

D
も
一
段
下

K
格

付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
郡
で
は
明
ら
か

K
太
守
が
都
尉
よ

D

格
式
は
上
で
あ
っ
た
。
と
の
と
と
か
ら

ωは
「
都
尉
」
と
「
太
守
」
の

間

K
「
見
」
を
補
い
、
「
内
史
が
(
太
)
停
・
相
・
中
尉

K
見
え
る
時

の
礼
は
、
都
尉
が
太
守

K
見
え
る
時
の
礼
の
如
し
」
と
読
む
べ
き
で
は

在
い
か
と
思
う
が
、
断
定
は
避
け
て
な
〈
。

ωは
相
と
中
尉
・
内
史
と
に
次
官
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
長
史
と
丞
と
が

あ
ヲ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
漢
書
巻
八
十
一
馬
宮
伝
を
見
る
と

馬
宮
。
字
瀞
卿
。
東
海
戚
人
也
。
治
春
秋
厳
氏
。
以
射
策
甲
科
。

為
郎
。
遷
楚
長
史
。
免
官
後
。
為
丞
相
史
。
司
直
師
丹
薦
宮
行
能

高
潔
。

と
あ
h
y
、
馬
宮
は
楚
(
相
)
長
史

K
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
漢
書

巻
八
十
六
師
丹
伝
を
見
る
と
、
師
丹
は
丞
相
司
直
か
ら
少
府

K
徒
ヲ
て

い
る
が
、
師
丹
が
少
府
K
在
っ
た
の
は
永
始
三
年
(
前
一
四
)
で
あ
る

(
百
官
公
卿
表
下
)
か
ら
、
馬
宮
が
楚
相
長
史

K
ま
っ
た
の
は
永
始
三

年
以
前
の
と
と
で
、
第
二
期

K
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

少
な
く
と
も
第
二
期
の
相
長
史
に
つ
い
て
は
実
例
を
以
て
正
し
い
と
雷

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
昼
口
)

え
る
。

さ
て
、
第
二
期
の
相
の
下

K
相
長
史
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
明

証
は
無
い
が
、
中
尉
の
次
官
と
し
て
丞
が
あ

b
、
内
史

K
も
丞
が
あ
っ

た
と
と
は
推
測
に
難
〈
左
い
。
と
と
ろ
で
、
楚
相
長
史
馬
宮
は
明
ら
か

に
中
央
任
命
で
あ
る
。
中
尉
丞
・
内
史
丞
も
亦
同
様
で
あ
ろ
う
。

同
問
は
成
帝
緩
和
元
年
の
王
国
の
官
制
の
改
革
及
び
第
三
期
の
王
国
の

官
制
の
状
態
を
述
べ
て
い
る
@
。
緩
和
元
年
の
改
革
に
関
す
る
記
事
及

び
そ
の
改
革
の
契
機

K
-な
っ
た
何
武
等
の
上
奏
に
つ
い
て
は
ゆ
を
検
討

す
る
際

K
ふ
れ
た
。
次
の
「
参
職
」
は
広
雅
釈
詰

K
「
参
。
分
也
」
と

ヲ
刀

あ
る
か
ら
、
「
職
を
参
つ
」
と
読
み
、
太
守
・
都
尉
の
職
務
を
あ
わ
せ

持
っ
て
い
た
内
史
を
廃
止
し
た
際
に
、
そ
の
職
務
を
相
・
中
尉
に
わ
け

た
、
と
理
解
で
き
る
。
「
是
後
」
以
下
は
、
従
来
内
史
一
人

K
属
し
て

い
た
職
務
を
分
け
た
結
果
、
相
・
中
尉
の
聞
で
権
限
争
い
が
起
と

b
、

両
者
と
も
諸
侯
王
の
た
め
に
上
奏
し
て
親
和
し
左
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
K
在
る
。

以
上
、
漢
旧
儀
の
検
討
を
通
じ
て
、
第
二
期
の
王
国
の
官
制

K
考
察

を
加
え
た
が
、
論
旨
が
多
岐
に
百
一
っ
た
の
で
、
今
そ
の
要
旨
を
箇
条
書

き
に
し
て
恥
〈
。

(31) 

漢
旧
儀
の

ωI倒
は
直
接

K
は
第
二
期
の
初
元
三
年
以
後
の
王
国

の
宮
制
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
を
通
じ
て
第
二
期
全
体
の
王

国
の
官
制
を
窺
え
る
。

ωは
第
三
期
の
記
事
で
あ
る
。

z

「
王
国
」
の
官
の
う
ち
、
二
千
石
の
相
・
中
尉
は
太
停
と
共

K
諸

侯
王
の
輔
導
K
当
っ
て
い
た
。

1. 



昏

　
単　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

3．

@
「
王
国
」
の
官
は
比
六
百
石
以
上
は
中
央
任
命
で
、
四
百
石
以
下

　
は
王
国
任
命
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
漢
旧
儀
は
大
夫
（
比
六
百
石
）
　
・

　
郎
官
も
王
国
任
命
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

4
　
王
国
の
軍
事
権
は
中
尉
の
専
管
事
項
で
は
な
く
、
初
め
相
・
中
尉

　
青
史
の
三
者
が
分
担
し
て
掌
っ
て
い
た
。

瓢
　
内
史
は
中
尉
の
権
限
を
あ
わ
せ
有
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、

　
第
二
期
末
の
内
史
は
つ
い
に
事
実
上
の
郡
の
太
守
・
都
尉
と
変
ら
な

　
い
職
務
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
と
に
な
り
、
強
大
な
権
限
を
振
っ
た
。

α
　
内
史
の
属
官
に
は
史
一
人
・
卒
史
十
人
・
書
佐
十
人
・
豫
が
あ
っ

　
た
が
、
内
更
が
そ
の
任
命
権
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

乞
　
内
史
の
人
事
権
は
百
石
以
下
に
限
ら
れ
て
上
り
、
四
百
石
～
二
百

　
石
の
小
県
の
県
長
・
県
丞
・
県
尉
は
中
央
任
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

　
れ
る
。

＆
測
相
に
は
次
官
と
し
て
相
針
史
が
あ
り
、
中
央
任
命
で
あ
っ
た
。
中

　
尉
・
内
史
に
も
次
官
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
中
尉
丞
・
内
漏
壷
が
あ
り
、

　
中
央
任
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

9
　
成
下
幸
和
元
年
に
、
従
来
強
大
な
権
限
を
振
っ
て
い
た
内
学
を
廃

止
し
、
相
に
太
守
の
職
務
を
、
中
尉
に
都
尉
の
職
務
を
負
わ
せ
た
。

　
λ
内
史
廃
止
の
歴
史
的
意
義
は
次
官
で
述
べ
，
る
）
。

n
　
右
の
結
果
、
相
・
中
尉
の
権
限
争
い
が
激
化
し
た
。

　
　
五
第
二
期
の
王
国
の
内
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
む
す
び
に
か
え
て
1

　
漢
王
朝
が
全
国
を
郡
県
体
制
の
下
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
王
国
を

郡
と
同
質
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
中
央
朝
廷
側
に
立
っ
て
大

き
く
機
能
し
た
の
は
内
史
を
中
心
と
す
る
治
民
の
官
で
あ
る
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
、
前
節
ま
で
の
考
察
結
果
を
ま
と
め
て
み
ょ
う
。

　
第
二
期
に
あ
っ
て
も
王
国
の
行
政
の
最
高
責
任
者
は
相
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
相
は
、
王
国
の
軍
事
権
を
主
と
し
て
掌
る
中
尉
と
共
に
、
中
央
の

政
策
を
王
国
に
実
現
さ
せ
る
任
務
を
一
面
で
帯
び
て
澄
り
、
そ
の
任
を

十
分
に
果
し
た
相
・
中
尉
も
あ
っ
た
⑳
。
し
か
し
、
相
・
中
尉
以
下
の

「
王
国
」
の
官
は
、
そ
の
構
成
・
権
限
・
位
次
の
何
れ
か
ら
見
て
も
、

徐
々
に
縮
少
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
一
方
、
治
民
の
官
の
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
第
一
期
の

数
郡
を
領
す
る
大
王
国
で
は
、
内
感
の
行
政
権
は
国
都
を
含
む
一
等
に

し
か
及
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
期
に
な
っ
て
一
国
一
意
の
原
則

が
確
立
す
る
と
、
内
更
の
行
政
権
は
王
国
全
体
を
二
三
う
こ
と
に
な
り

国
内
で
の
比
重
が
増
し
て
来
た
。
内
灘
は
、
更
に
軍
事
面
で
も
大
き
な

機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
つ
い
に
太
守
・
都
尉
の
職
務
を
あ
わ
せ
持

つ
、
王
国
の
事
実
上
の
行
政
長
官
と
な
っ
た
。

　
内
史
を
中
心
と
す
る
治
民
の
官
の
構
成
・
人
事
権
を
見
惹
と
、
第
一

期
で
は
内
史
以
下
は
全
て
王
国
任
命
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
期
に

な
る
と
、
改
め
て
中
央
任
命
と
さ
れ
た
内
史
の
下
に
、
内
史
丞
が
あ
り

（32）

可込

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
屋
)

円。

「
王
国
」
の
官
は
比
六
百
石
以
上
は
中
央
任
命
で
、
四
百
石
以
下

は
王
国
任
命
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
漢
旧
儀
は
大
夫
(
比
六
百
石
)

郎
官
も
王
国
任
命
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

4

王
国
の
軍
事
権
は
中
尉
の
専
管
事
項
で
は
左
く
、
初
め
相
・
中
尉

内
史
の
三
者
が
分
担
し
て
掌
っ
て
い
た
。

弘
内
史
は
中
尉
の
権
限
を
あ
わ
せ
有
す
る

K
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、

第
二
期
末
の
内
史
は
つ
い
に
事
実
上
の
郡
の
太
守
・
都
尉
と
変
ら
左

い
職
務
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
と
忙
左

b
、
強
大
左
権
限
を
振
っ
た
。

ー
内
史
の
属
{
自
に
は
史
一
人
・
卒
史
十
人
・
書
佐
十
人
・
擦
が
あ
っ

た
が
、
内
史
が
そ
の
任
命
権
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ー
内
史
の
人
事
権
は
百
石
以
下

K
限
ら
れ
て
骨

b
、
四
百
石

t
二
百

石
の
小
県
の
県
長
・
県
丞
・
県
尉
は
中
央
任
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

&
'
相

K
は
次
官
と
し
て
相
長
史
が
あ

b
、
中
央
任
命
で
あ
っ
た
。
中

尉
・
内
史
に
も
次
官
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
中
尉
丞
・
内
史
丞
が
あ

D
、

中
央
任
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

9

成
帝
緩
和
元
年

K
、
従
来
強
大
左
権
限
を
振
っ
て
い
た
内
史
を
廃

止
し
、
相

K
太
守
の
職
務
を
、
中
尉

K
都
尉
の
職
務
を
負
わ
せ
た
o

m

ハ
内
史
廃
止
の
歴
史
的
意
義
は
次
節
で
述
べ
る
)
。

日
右
の
結
果
、
相
・
中
尉
の
権
限
争
い
が
激
化
し
た
。

五

第

二

期

の

王

国

の

内

史

む

す

び

K
か
え
て

漢
王
朝
が
全
国
を
郡
県
体
制
の
下

K
把
握
す
る
た
め
に
は
、
王
国
を

郡
と
同
質
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
中
央
朝
廷
側
に
立
っ
て
大

き
く
機
能
し
た
の
は
内
史
を
中
心
と
す
る
治
民
の
官
で
あ
る
。
と
う
し

た
観
点
か
ら
、
前
節
ま
で
の
考
察
結
果
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

第
二
期

K
あ
っ
て
も
王
国
の
行
政
の
最
高
責
任
者
は
相
で
あ
っ
た
が

と
の
相
は
、
王
国
の
軍
事
権
を
主
と
し
て
掌
る
中
尉
と
共

K
、
中
央
の

政
策
を
王
国

K
実
現
さ
せ
る
任
務
を
一
面
で
帯
び
て
卦

b
、
そ
の
任
を

十
分
に
果
し
た
相
・
中
尉
も
あ
っ
た
@
。
し
か
し
、
相
・
中
尉
以
下
の

「
王
国
」
の
官
は
、
そ
の
構
成
・
権
限
・
位
次
の
何
れ
か
ら
見
て
も
、

徐
々
に
縮
少
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

一
方
、
治
民
の
官
の
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
第
一
期
の

数
郡
を
領
す
る
大
王
国
で
は
、
内
史
の
行
政
権
は
園
都
を
含
む
一
郡
に

し
か
及
ば
左
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
期
K
在
っ
て
一
国
一
郡
の
原
則

が
確
立
す
る
と
、
内
史
の
行
政
権
は
王
国
全
体
を
な
争
う
と
と
に
左

b

圏
内
で
の
比
重
が
増
し
て
来
た
。
内
史
は
、
更
に
軍
事
面
で
も
大
き
な

機
能
を
持
つ
こ
と
に
な

D
、
つ
い

K
太
守
・
都
尉
の
職
務
を
あ
わ
せ
持

つ
、
王
国
の
事
実
上
の
行
政
長
官
と
在
っ
た
。

内
史
を
中
心
と
す
る
治
民
の
官
の
構
成
・
人
事
権
を
見
る
と
、
第
一

期
で
は
内
史
以
下
は
全
て
王
国
任
命
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
期
に

左
る
と
、
改
め
て
中
央
任
命
と
さ
れ
た
内
史
の
下

K
、
内
史
丞
が
あ

b

(32) 



国
内
の
各
県
に
は
県
令
・
弓
長
・
県
丞
・
県
尉
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
諸
官
は
中
央
任
命
で
あ
り
、
内
史
が
王
国
内
で
任
命
し
た
の
は

百
石
以
下
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
王
国
の
治

民
の
官
の
構
成
・
人
事
権
を
郡
の
そ
れ
と
比
較
す
る
之
、
内
史
が
太
守
・

都
尉
の
職
務
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
以
外
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
相
ま
っ
て
、
漢
王
朝
が
治
民
の
官
を
通
じ
て
、
王

国
を
郡
に
相
当
す
る
地
方
行
政
機
構
と
し
て
把
握
し
、
中
央
の
政
策
を

浸
透
さ
せ
る
体
制
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
、
内

史
は
前
引
の
漢
書
何
武
伝
に
「
今
内
国
聖
書
三
権
重
。
馬
韓
相
瞼
」
と

評
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
二
期
末
の
成
帝
代
に
は
王
国
で
最
も
強
い
権
限

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

　
だ
だ
し
、
王
国
の
民
政
権
も
軍
事
権
も
共
に
内
史
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

は
、
内
史
檀
権
の
危
険
性
を
孕
む
の
を
意
味
す
る
。
か
く
て
、
更
に
次

の
歴
史
的
段
階
と
し
て
成
帝
代
に
内
史
を
廃
止
し
、
相
に
民
政
権
を
、

中
尉
に
軍
事
権
を
委
ね
て
、
王
国
の
民
政
権
と
軍
事
権
と
を
分
離
す
る

と
い
う
こ
と
が
生
じ
た
の
で
あ
る
⑳
。

註
①
関
東
に
諸
侯
王
国
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
の
一
端
は
、

　
別
稿
「
漢
初
，
の
対
関
東
政
策
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
未
発
表
）
で
考

　
察
し
た
。

②
西
嶋
定
生
氏
「
中
国
農
業
史
の
問
題
点
」
（
『
中
国
経
済
史
研
究
』

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

　
所
収
）
。
　
　
　
　
　
　
＼

③
労
幹
氏
「
皇
漢
戸
籍
門
地
理
之
関
係
」
（
国
立
中
央
研
究
院
歴
史

　
語
言
研
究
所
集
刊
第
五
本
第
二
分
ひ
、
宇
都
訂
清
吉
氏
「
西
漢
時
代

　
の
都
市
」
．
「
西
漢
の
首
都
長
安
景
（
共
に
「
藤
代
社
会
経
済
更
研

　
究
』
所
収
）
。

④
拙
稿
「
出
代
刺
史
の
設
置
に
つ
い
て
」
（
東
洋
史
研
究
第
三
十
三

　
巻
第
二
号
）
は
中
央
朝
廷
の
地
方
監
察
体
制
に
視
点
を
置
い
て
考
察

　
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
　
鎌
田
重
雄
氏
「
王
国
の
官
制
」
・
「
相
国
と
丞
相
」
　
（
共
に
『
秦

　
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
所
収
）
。

⑥
　
鎌
田
氏
前
掲
「
王
国
の
官
制
」
・
「
相
国
と
丞
相
」
。

⑦
高
祖
代
に
王
国
の
相
国
が
中
央
任
命
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
王
国
任

　
命
の
丞
相
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
祖
が
周
昌

　
を
趙
馬
糧
如
意
の
丞
相
に
任
命
し
て
い
る
（
漢
書
周
壁
伝
）
よ
う
に

　
高
祖
代
の
王
国
の
丞
相
に
は
中
央
任
命
の
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
王
国
の
丞
相
に
中
央
任
命
と
王
国
任
命
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
そ

　
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

⑧
本
稿
第
四
節
参
照
。

⑨
　
鎌
田
氏
「
漢
朝
の
王
国
抑
損
策
」
　
（
前
掲
書
所
収
）
、
拙
稿
前
掲

　
「
漢
代
刺
史
の
設
置
に
つ
い
て
」
参
照
。

⑩
史
記
・
漢
書
に
は
「
詔
丞
相
・
御
史
」
と
い
う
記
事
が
多
く
見
え

　
る
。
こ
の
「
御
史
」
も
御
史
大
夫
で
あ
る
。

（33）

園
内
の
各
県

K
は
県
令
・
県
長
・
県
丞
・
県
尉
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
諸
官
は
中
央
任
命
で
あ

b
、
内
史
が
王
国
内
で
任
命
し
た
の
は

百
石
以
下

K
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
左
王
国
の
治

民
の
官
の
構
成
・
人
事
権
を
郡
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
内
史
が
太
守
・

都
尉
の
職
務
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
以
外
は
完
全

K
一
致
し
て
い
る
。

ζ

れ
ら
の
ζ

と
は
相
ま
っ
て
、
漢
王
朝
が
治
民
の
官
を
通
じ
て
、
王

国
を
郡

K
相
当
す
る
地
方
行
政
機
構
と
し
て
把
握
し
、
中
央
の
政
策
を

浸
透
さ
せ
る
体
制
を
と
ヲ
て
い
た
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
、
内

史
は
前
引
の
漢
書
何
武
伝

K
「
今
内
史
位
卑
而
権
重
。
威
職
相
輪
」
と

評
さ
れ
る
よ
う

K
、
第
二
期
末
の
成
帝
代
に
は
王
国
で
最
も
強
い
権
限

を
持
つ
よ
う
陀
左
ヲ
た
と
解
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
王
国
の
民
政
権
も
軍
事
権
も
共

K
内
史

K
委
ね
ら
れ
る
乙
と

は
、
内
史
撞
権
の
危
険
性
を
苧
む
の
を
意
味
す
る
。
か
く
て
、
更
に
次

の
歴
史
的
段
階
と
し
て
成
帝
代

K
内
史
を
廃
止
し
、
相

K
民
政
権
を
、

中
尉

K
軍
事
権
を
委
ね
て
、
王
国
の
民
政
権
と
軍
事
権
と
を
分
離
す
る

と
い
う
と
と
が
生
じ
た
の
で
あ
る
@
。

註
①

関

東

K
諸
侯
王
国
を
置
か
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
理
由
の
一
端
は
、

別
稿
「
漢
初
の
対
関
東
政
策
に
関
す
る
一
考
察
」
(
未
発
表
)
で
考

察
し
た
。

②
 

西
嶋
定
生
氏
「
中
国
農
業
史
の
問
題
点
」

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
属
。

〈
『
中
国
経
済
史
研
究
』

所
収
)

0

③
労
斡
氏
「
両
漢
戸
籍
与
地
理
之
関
係
」
(
国
立
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
集
刊
第
五
本
第
二
分
J

、
宇
都
宮
清
吉
氏
「
西
漢
時
代

の
都
市
」
・
「
西
漢
の
首
都
長
安
忌
(
共
陀
『
漢
代
社
会
経
済
史
研

究
』
所
収
)

0

④
拙
稿
「
漢
代
刺
史
の
設
置
に
つ
い
て
」
(
東
洋
史
研
究
第
三
十
三

巻
第
二
号
)
は
中
央
朝
廷
の
地
方
監
察
体
制

K
視
点
を
置
い
て
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
鎌
田
重
雄
氏
「
王
国
の
官
制
」

漢
政
治
制
度
の
研
究
』
所
収
)
。

⑥
鎌
田
氏
前
掲
「
王
国
の
官
制
」
・
「
相
国
と
丞
相
」
。

⑦

高

祖

代

K
王
国
の
相
国
が
中
央
任
命
で
あ
っ
た
と
と
も
、
王
国
任

命
の
丞
相
が
あ
っ
た
と
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
祖
が
周
昌

を
越
王
劉
如
意
の
丞
相

K
任
命
し
て
い
る
(
漢
書
周
昌
伝
〉
ょ
う

K

高
祖
代
の
王
国
の
丞
相
に
は
中
央
任
命
の
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
e

王
国
の
丞
相
に
中
央
任
命
と
王
国
任
命
と
が
あ
っ
た
と
と
に
は
、
そ

れ
左

b
の
理
由
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

⑧
本
稿
第
四
節
多
照
。

⑨
鎌
田
氏
「
漢
朝
の
王
国
抑
損
策
」
〈
前
掲
書
所
収
)
、
拙
稿
前
掲

「
漢
代
刺
史
の
設
置
に
つ
い
て
」
参
照
。

⑩

史

記

・

漢

書

K
は
「
詔
丞
相
・
御
史
」
と
い
う
記
事
が
多
く
見
え

る
。
乙
の
「
御
史
」
も
御
史
大
夫
で
あ
る
。

「
相
国
と
丞
相
」

(共

K
『
秦

(る3)



　
晶
朋
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

⑪
中
央
の
官
制
で
は
、
中
央
官
に
丞
相
・
御
史
大
夫
等
の
全
国
統
治

　
機
関
と
越
中
憲
章
の
家
政
担
当
機
関
と
の
区
別
が
あ
る
が
、
王
国
も

　
同
様
で
あ
ろ
う
。

⑫
内
史
は
治
民
の
官
と
し
て
の
性
格
が
強
い
が
、
王
国
の
要
官
と
し

　
て
諸
侯
王
と
の
深
い
関
係
も
あ
っ
た
か
ら
、
一
面
で
は
コ
土
国
し
の
官
的

　
性
格
を
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

⑬
厳
耕
直
面
『
両
漢
太
守
刺
史
表
』
八
五
頁
。

⑭
厳
密
に
言
え
ば
実
例
と
な
ら
な
い
が
、
陳
聯
の
支
配
地
域
を
王
国

　
と
み
な
す
と
、
国
都
は
代
郡
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
陳
群
の

　
下
に
鷹
門
守
・
雲
中
守
が
い
た
（
史
記
周
勃
世
家
）
が
、
こ
れ
も
国

　
都
を
含
ま
な
い
郡
の
郡
守
で
あ
る
。

⑮
詳
細
は
鎌
田
氏
前
掲
「
漢
朝
の
王
国
言
損
策
」
参
照
。

⑯
漢
書
巻
十
四
諸
侯
王
后
序
に
「
皇
子
始
立
者
。
大
国
不
過
十
余
城
」

　
と
あ
る
。

⑰
西
嶋
定
生
氏
『
秦
漢
帝
国
』
（
講
談
社
版
『
中
国
の
歴
史
』
2
）

　
一
四
七
頁
参
照
。
な
お
漢
書
地
理
志
稽
疑
に
よ
る
と
、
勃
海
郡
は
武

　
帝
元
狩
三
年
か
ら
昭
三
元
鳳
元
年
ま
で
燕
国
に
、
丹
陽
郡
は
武
帝
元

　
狩
六
年
か
ら
宣
帝
五
言
四
年
ま
で
広
陵
国
に
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
事
実
上
の
郡
県
制
が
確
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
、
郡
管
制

　
の
時
代
の
｝
国
離
塁
の
例
と
は
全
く
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

⑱
成
帝
鞍
和
元
年
に
刺
史
に
代
っ
て
置
か
れ
た
州
牧
の
秩
は
真
二
千

　
石
で
あ
っ
た
が
、
百
官
公
卿
表
で
土
窯
の
秩
を
「
二
千
石
」
と
記
し

　
て
い
る
の
を
見
る
と
、
真
二
千
石
と
二
千
石
と
は
区
別
さ
れ
な
い
場

　
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
を
そ
の
U
例
と
み
れ

　
ば
、
㈲
～
㈲
［
は
太
初
元
年
～
鞍
和
元
年
を
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
に

　
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
本
稿
の
．
論
旨
を
左
右
す
る
こ
と

　
は
な
い
。

⑲
太
平
御
覧
巻
二
百
四
十
八
職
官
部
・
国
中
尉
の
項
に
「
漢
旧
註
日
。

　
帝
子
為
王
。
王
国
置
太
傅
・
相
・
公
（
中
の
誤
り
）
尉
各
一
人
。
秩

　
二
千
石
。
以
輔
王
」
と
あ
り
、
ω
と
一
致
し
て
い
る
。
伝
来
の
異
な

　
る
両
記
事
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
右
の
部
分
は
漢
旧
儀
本
来
の
姿

　
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
、
百
官
公
卿
表
に
は
、
景
帝
の
時
「
大
夫
・
訳
者
・
郎
・
諸
官
長
・
丞
。

　
皆
損
其
員
」
と
あ
り
、
官
員
の
数
は
減
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の

　
時
以
後
文
字
通
り
中
央
朝
廷
と
同
じ
で
は
な
い
。
し
か
し
官
員
が
減

　
ら
さ
れ
た
と
は
言
っ
て
も
、
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。

⑳
鎌
田
氏
は
、
こ
の
威
儀
注
に
よ
っ
て
、
王
国
の
四
百
石
以
下
は
す

　
べ
て
王
国
任
命
で
あ
っ
た
稚
し
て
い
る
。
前
掲
「
王
国
の
官
制
」
参

　
照
。

⑳
　
　
「
治
国
黒
帯
太
守
三
尉
」
は
「
国
を
嵩
む
る
こ
と
郡
太
守
の
如
し
」

層
と
読
み
、
　
「
都
尉
」
を
下
文
の
主
語
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
が
、

　
幽
そ
う
読
む
と
、
王
国
の
官
制
の
記
事
の
中
に
突
然
郡
都
尉
の
説
明
が

　
入
り
込
ん
だ
形
に
な
り
、
文
章
の
統
一
が
と
れ
な
い
。
そ
の
た
め
こ

　
こ
は
「
国
を
治
む
る
こ
と
郡
の
太
守
・
都
尉
の
如
し
」
と
読
ま
ざ
る

（34）

前
漢
語
侯
王
国
の
官
制
ハ
紙
屋
U

⑪
中
央
の
官
制
で
は
、
中
央
官
に
丞
相
・
御
史
大
夫
等
の
全
国
統
治

機
関
と
郎
中
令
等
の
家
政
担
当
機
関
と
の
区
別
が
あ
る
が
、
王
国
も

同
様
で
あ
ろ
う
。

⑫
内
史
は
治
民
の
官
と
し
て
の
性
格
が
強
い
が
、
王
国
の
要
宮
と
し

て
諸
侯
王
と
の
深
い
関
係
も
あ
っ
た
か
ら
、
一
面
で
は
「
王
国
」
の
官
的

性
格
を
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

⑬
厳
耕
望
氏
『
両
漢
太
守
刺
史
表
』
八
五
頁
口

⑭

厳

密

K
言
え
ば
実
例
と
な
ら
左
い
が
、
陳
部
仰
の
支
配
地
域
を
王
国

と
み
左
す
と
、
園
都
は
代
郡
に
あ
っ
た
こ
と

K
在
る
。
そ
の
陳
孫
の

下
K
腐
門
守
・
雲
中
守
が
い
た
(
史
記
周
勃
世
家
)
が
、
と
れ
も
国

都
を
含
ま
左
い
郡
の
郡
守
で
あ
る
。

⑮
詳
細
は
鎌
田
氏
前
掲
「
漢
朝
の
王
国
抑
損
策
」
参
照
。

⑮
漢
書
巻
十
四
諸
侯
王
表
序

K
「
皇
子
始
立
者
。
大
国
不
過
十
余
城
」

と
あ
る
。

⑫
 

西
嶋
定
生
氏
『
秦
漢
帝
国
』
(
講
談
社
版
『
中
国
の
歴
史
』

2
)

一
四
七
頁
参
照
。
左
・
砂
漠
書
地
理
志
稽
疑
に
よ
る
と
、
勃
海
郡
は
武

帝
元
狩
三
年
か
ら
昭
帝
元
鳳
元
年
ま
で
燕
国
花
、
丹
陽
郡
は
武
帝
元

狩
六
年
か
ら
宣
帝
五
鳳
四
年
ま
で
広
陵
国
陀
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
る
。

と
れ
ら
は
事
実
上
の
郡
県
制
が
確
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
、
郡
国
制

の
時
代
の
一
国
数
郡
の
例
と
は
全
〈
性
格
を
異
忙
し
て
い
る
。

⑬

成

帝

緩

和

元

年

K
刺
史
に
代
っ
て
置
か
れ
た
州
牧
の
秩
は
真
二
千

石
で
あ
っ
た
が
、
百
官
公
卿
表
で
州
牧
の
秩
を
「
二
千
石
」
と
記
し

て
い
る
の
を
見
る
と
、
真
二
千
石
と
二
千
石
と
は
区
別
さ
れ
左
い
場

合
が
あ
っ
た
ζ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
の
記
事
を
そ
の
一
例
と
み
れ

ば
、
一

ωi倒
は
太
初
元
年
l
緩
和
元
年
を
と

D
あ
げ
て
い
る
こ
と

K

在
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
本
稿
の
論
旨
を
左
右
す
る
と
と

は
ま
い
。

⑬
太
平
御
覧
巻
二
百
四
十
八
職
官
部
・
国
中
尉
の
項

K
「
漢
旧
儀
日
ロ

帝
子
為
王
。
王
国
置
太
停
・
相
・
公
(
中
の
誤

b
)
尉
各
一
人
。
秩

二
千
石
。
以
輔
王
」
と
あ

D
、

ωと
一
致
し
て
い
る
。
伝
来
の
異
左

る
両
記
事
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
右
の
部
分
は
漢
旧
儀
本
来
の
姿

を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
口

⑫
百
官
公
卿
表
に
は
、
景
帝
の
時
「
大
夫
・
謁
者
・
郎
'
諸
官
長
・
丞
。

皆
損
其
員
」
と
あ

b
、
官
員
の
数
は
減
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の

時
以
後
文
字
通

b
中
央
朝
廷
と
同
じ
で
は
左
い
。
し
か
し
官
員
が
減

ら
さ
れ
た
と
は
言
っ
て
も
、
設
置
さ
れ
て
い
る
乙
と

K
は
相
違
左
い
。

⑫
鎌
田
氏
は
、
と
の
漢
儀
注

K
よ
っ
て
、
王
国
の
四
百
石
以
下
は
す

べ
て
王
国
任
命
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
前
掲
「
王
国
の
官
制
」
参

照。

@
 

(34) 

「
治
国
知
郡
太
守
郡
尉
」
は
「
国
を
治
む
る
と
と
郡
太
守
の
知
し
」

と
一
読
み
、
「
都
尉
」
を
下
文
の
主
語
と
み
在
す
ζ

と
も
で
き
る
が
、

そ
う
読
む
と
、
王
国
の
官
制
の
記
事
の
中
に
突
然
郡
都
尉
の
説
明
が

入

b
込
ん
だ
形

K
左
b
、
文
章
の
統
一
が
と
れ
左
い
。
そ
の
た
め
と

と
は
「
国
を
治
む
る
こ
と
郡
の
太
守
・
都
尉
の
如
し
」
と
読
ま
ざ
る



　
を
得
な
い
。

㊧
　
漢
書
准
南
王
事
伝
は
「
画
面
南
中
尉
」
に
作
る
。

⑳
王
氏
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
布
目
羊
歯
氏
「
前
漢
の
諸
侯
王
に
関

　
す
る
二
三
の
考
察
」
　
（
西
京
大
学
学
術
報
告
・
人
文
第
三
号
）
に
言

　
及
が
あ
る
。

⑳
　
鎌
田
氏
前
掲
「
王
国
の
官
制
」
。

⑳
　
前
引
の
漠
書
画
帝
紀
参
照
。

⑳
　
こ
の
読
み
は
「
（
内
史
は
）
職
と
し
て
玉
除
を
事
と
す
。
吏
は
相

　
・
中
尉
に
属
す
。
傅
は
国
政
に
与
る
を
信
ず
」
と
な
る
。
相
・
中
尉

　
に
属
す
る
吏
は
ω
に
述
べ
て
あ
る
。
こ
こ
の
「
吏
」
は
治
民
の
吏
で
、

　
こ
れ
が
相
・
中
尉
に
属
す
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

⑱
　
　
「
（
内
蓋
は
）
職
と
し
て
吏
属
を
調
除
す
る
を
事
と
す
。
相
・
中

　
尉
・
傅
は
国
政
に
与
る
を
得
ず
」
。
こ
の
読
み
で
は
相
・
中
尉
が
国

　
政
に
関
与
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
事
実
に
反

　
す
る
。
後
述
参
照
。

⑳
　
　
「
（
旧
史
は
）
職
と
し
て
吏
を
調
除
す
る
を
事
と
し
、
相
・
中
尉

　
に
属
す
。
博
は
国
政
に
与
る
を
得
ず
」
。

⑳
　
十
七
史
商
櫨
巻
十
五
王
自
除
丞
尉
の
項
、
鎌
田
氏
前
掲
「
王
国
の

　
官
制
」
。

⑳
㈲
に
相
当
す
る
文
が
続
百
官
志
五
の
注
に

　
　
　
漢
旧
儀
日
。
大
司
空
回
武
奏
。
罷
内
史
。
相
如
太
守
。
中
尉
如

　
　
　
都
尉
。
参
職
。
是
後
。
中
尉
争
権
。
与
王
相
奏
。
常
不
和
也
。

　
前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
（
紙
屋
）

　
と
多
少
の
異
同
出
入
を
伴
っ
て
見
え
て
い
る
。

⑫
　
前
引
の
史
記
二
曲
衡
山
列
伝
に
見
え
る
准
南
中
尉
や
漢
書
循
吏
伝

　
に
見
え
る
膠
皮
相
王
后
は
、
そ
う
し
た
相
・
中
尉
の
実
例
で
あ
る
。

㊧
成
帝
綴
和
元
年
の
改
革
ま
で
の
内
史
の
官
属
は
民
政
・
軍
事
を
直

　
接
管
掌
で
き
る
構
成
を
と
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
相
・
中
尉
の
官
属

　
は
そ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

　
改
革
で
王
国
の
民
政
権
と
軍
事
権
と
を
分
け
、
郡
と
全
く
同
じ
官
制

　
を
と
る
に
当
っ
て
内
史
を
廃
止
し
た
の
は
、
従
来
語
史
の
下
に
あ
っ

　
て
行
政
に
直
接
当
っ
て
い
た
下
級
吏
員
と
内
史
と
の
関
係
を
た
ち
き

　
る
と
共
に
、
民
政
に
当
る
下
級
吏
員
と
軍
政
に
当
る
下
級
吏
員
と
の

　
関
係
を
も
た
ち
き
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
落
下
儀
の
G
D

　
の
記
事
に
は
こ
の
こ
と
を
察
せ
し
め
る
所
が
あ
る
。
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を
得
ま
い
。

@
漢
書
准
南
王
安
伝
は
「
与
准
南
中
尉
」

K
作
る
。

@

王

氏

の

解

釈

K
つ
い
て
は
、
布
目
潮
減
氏
「
前
漢
の
諸
侯
王

K
関

す
る
こ
三
の
考
察
」
(
西
京
大
学
学
術
報
告
・
人
文
第
三
号
)

K
言

及
が
あ
る
。

⑧
鎌
田
氏
前
掲
「
王
国
の
官
制
」
。

@
前
引
の
漢
書
哀
帝
紀
参
照
。

@
乙
の
読
み
は
「
(
内
史
は
)
職
と
し
て
調
除
を
事
と
す
。
吏
は
相

・
中
尉
陀
属
す
。
停
は
国
政

K
与
る
を
信
ず
」
と
な
る
。
相
・
中
尉

K
属
す
る
吏
は
ω

K
述
べ
て
あ
る
。
と
と
の
「
吏
」
は
治
民
の
吏
で
、

と
れ
が
相
，
中
尉
に
属
す
る
と
い
う
の
は
長
か
し
い
。

@
「
(
内
史
は
)
職
と
し
て
吏
属
を
調
除
す
る
を
事
と
す
。
相
・
中

尉
・
停
は
国
政

K
与
る
を
得
ず
」
。
と
の
読
み
で
は
相
・
中
尉
が
国

政
に
関
与
で
き
左
い
こ
と
に
な
る
が
、
と
れ
は
明
ら
か
に
事
実

K
反

す
る
。
後
述
参
照
。

@
「
(
内
史
は
)
職
と
し
て
吏
を
調
除
す
る
を
事
と
し
、
相
・
中
尉

に
属
す
ロ
停
は
国
政

K
与
る
を
得
ず
」
。

⑩
十
七
史
商
権
巻
十
五
王
自
除
丞
尉
の
項
、
鎌
田
氏
前
掲
「
王
国
の

官
制
」
。

⑪
仰
に
相
当
す
る
文
が
続
百
官
志
五
の
注

K

漢
旧
儀
日
。
大
司
空
何
武
奏
。
罷
内
史
。
相
知
太
守
。
中
尉
如

都
尉
。
参
職
。
是
後
。
中
尉
争
権
。
与
王
相
奏
。
常
不
和
也
。

前
漢
諸
侯
王
国
の
官
制
(
紙
屋
〉

と
多
少
の
異
同
出
入
を
伴
っ
て
見
え
て
い
る
。

②
前
引
の
史
記
准
南
衡
山
列
伝
に
見
え
る
准
南
中
尉
や
漢
書
循
吏
伝

K
見
え
る
謬
東
相
王
成
は
、
そ
う
し
た
相
・
中
尉
の
実
例
で
あ
る
。

@
成
帝
緩
和
元
年
の
改
革
ま
で
の
内
史
の
官
属
は
民
政
・
寧
事
を
直

接
管
掌
で
き
る
構
成
を
と
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
相
・
中
尉
の
官
属

は
そ
の
よ
う
ま
構
成
を
と
っ
て
い
左
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
の

改
革
で
王
国
の
民
政
権
と
軍
事
権
と
を
分
け
、
郡
と
全
く
同
じ
官
制

を
と
る
に
当
っ
て
内
史
を
廃
止
し
た
の
は
、
従
来
内
史
の
下

K
あ
っ

て
行
政

K
直
接
当
っ
て
い
た
下
級
吏
員
と
内
史
と
の
関
係
を
た
ち
き

る
と
共

K
、
民
政

K
当
る
下
級
吏
員
と
軍
政

K
当
る
下
級
吏
員
と
の

関
係
を
も
た
ち
き
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
旧
儀
の

ω

の
記
事
に
は
こ
の
こ
と
を
察
せ
し
め
る
所
が
あ
る
。
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